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さくらと緑の名所を巡ります。染井
吉野のほか、里桜や匂い桜などさまざ
まなさくらが楽しめます。
３月３１日（土）１０時～１５時３０分、コー

ス ＝区役所前（集合１０時）→清水門→
北の丸公園→乾門→代官町通り→千鳥
ケ淵公園→国立劇場→憲政記念館→神
保町で昼食→湯島聖堂→天野屋（解散）、
定員＝３０名、費用＝大人５,０００円/小学生
以下２,５００円、電話・ファクシミリま
たはEメール（記入例参照）でNPO法人
神田学会事務局（1３２５９－７５５０6３２５９－
７５５５ info@kandagakkai .org）
へ。

４月２２日（日）＝男子の部／４月２８日
（土）＝女子の部、いずれも９時～、総
合体育館、区内在住・在勤者で構成し
千代田区バレーボール連盟に登録して
いるチーム（登録は随時受付、登録
料＝１チーム５,０００円）、費用＝５,０００
円、４月１３日（金）（必着）までに所定の申
込書（総合体育館で配布）を千代田区バ
レーボール連盟・五島（〒１０１－００４７
内神田２－１－８総合体育館内1０９０－
５５７４－５０６５）へ。

プールを活用した水中ウォーキング
などを行います。若い人から高齢の方
まで、楽しく運動できます。
４月２４日～７月６日（５月３日・４

日を除く）、各コース全１０回
s火曜日コース（６５歳以上）１４時～１５時
s水曜日コース(６５歳以上)１４時～１５時
s木曜日コース（６５歳未満）１６時～１７時

s金曜日コース(６５歳未満)１４時～１５時
神田アクアビクスプール（神田淡路

町２－９）、医師から運動制限を受け
ていない区内在住者各コース１５名、参
加費＝２,０００円、持ち物＝水着・水泳
帽・タオル、３月２８日（水）までに電話で
健康推進課健康推進係（1３２９１－
３６４６）へ。

お子さんからお年寄りまで、あらゆ
る年代約７０万人が訪れ、文字どおり熱
狂したクラシック音楽イベント、ラ・
フォル・ジュルネ・オ・ジャポン。
一流の演奏を気軽に楽しめる音楽祭

として３回目となる今年は「民族のハ
ーモニー」をテーマに開催します。
４月２９日（日）～５月６日（日）、東京国際
フォーラム（丸の内３－５－１）・丸の
内周辺エリア、チケット販売中。詳し
くは、ホームページをご覧ください。
東京国際フォーラム 1５２２１－９０３５

http://www.t- i-forum.co.jp/lfj/

５月５日（祝）・６日（日）９時～１８時、都
立有明テニスの森公園（江東区有明
２－２－２２）、千代田区テニス協会に
登録している区内在住・在勤者（随時
テニス協会ホームページで登録できま
す）、種目＝男子ダブルス／女子ダブ
ルス／ベテランダブルス（トーナメント
戦）、費用＝１チーム３,０００円、４月１３日（金）
までに費用を指定口座に振込み、所定
の申込書２部を郵送で千代田区テニス
協会・石福みゑ子（〒１０２－００８２一番町
２０－７－４０３1３２３４－４４８０）へ。

ラ・フォル・ジュルネ
「熱狂の日」音楽祭２００７

アクアビクス教室

春季バレーボール大会（９人制）

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※いっとき保育（満１歳～小学校就学前が対象）
　を希望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名
　を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

TOKYO INTERNATIONAL FORUM CO., LTD.C

自転車駐車場の利用者募集
利用期間 ４月１日～平成２０年３月３１日
申込み 所定の申請書（生活環境課・
出張所・駐車場にあります）に必要
書類（区民は住所を証明するもの、
高校生以下は学生証の写しなど）を
添えて、郵送ま
たは直接生活環
境課生活環境改
善主査（〒１０２－
８６８８九段南１－
６－１１1５２１１－
４３４５）へ。

※現在利用している方も３月３１日（土）で
期限切れとなりますので、更新の手
続きが必要です。
※原動機付自転車（５０cc以下）の利用を
希望する方は、お問い合わせください。

登録手数料（年間）登録台数

御茶ノ水駅自転車駐車場（神田駿河台4－3）

自転車

原動機付
自転車

原動機付
　自転車＝１０台

自転車＝８０台
区民
その他
高校生以下

３,０００円
６,０００円
３,０００円

区民
その他

３,５００円
７,０００円

桜（関山）の並木が楽しめます。
⑪皇居東御苑 ２８０本
ゆったりとした空間に都心部の一大さ

くら植栽地を形成しています。芝生広場
を前景に染井吉野、里桜（関山）の群落、
江戸ヒガンの林も見事です。武蔵野の雑
木林には、山桜も咲いています。
⑫代官町通り １７５本
ジョギングコースで有名なこの通りは、

戦前から山桜の並木道としても知られて
います。ほかにも寒緋桜、八重紅枝垂、陽光
等、静かで華やかな桜並木が楽しめます。
⑬内堀通り ４７本
代官町通りから濠に沿って気象庁前ま

で、染井吉野、普賢象、里桜（関山）、八
重紅枝垂が続きます。
⑭神田明神・宮本公園 ４４本
神田明神から宮本公園へ行ったり来た

り、染井吉野を中心にした楽しいお花見
スポットです。
⑮駿河台道灌道 １７本
駿河台の武家屋敷に植えられていたと

伝わる匂桜、駿河台匂。地元の要望で昭
和６３年に植えられました。素敵な香りを
楽しみましょう。
⑯日比谷公園 ６５本
さくらのビュースポットは公園の南西

角にあるカモメの広場。染井吉野のカタ
マリが若い枝を延ばしています。
⑰国会前庭 １６０本
南庭と北庭に分かれています。南庭で

は池にかかるさくらを見て、北庭では品種
名板を参考に、たくさん集められたさくら
の品種をゆっくり観るのも楽しみです。
⑱桜田通り周辺 ８３本
桜田通りに沿った緑地に染井吉野が咲
き、歩道を覆います。また、国会側から
潮見坂を下りながら眺める桜のトンネル
も見事です。
⑲新三崎橋付近 ３８本
日本橋右川岸の染井吉野が見ごろに生長
してきました。また、樹齢約１２０年の枝垂桜
も咲く、千代田の新しいさくらスポットで
す。

①千鳥ケ淵周辺 ２６０本
桜の名所として名高い千鳥ケ淵緑道。

皇居の緑を背景に対面する土手には、奔
放に枝を延ばした染井吉野が水面に映
え、見上げれば花のトンネルに囲まれて
います。
②戦没者墓苑 １４本
３月になると枝を大きく広げた大寒桜

が染井吉野に先がけて咲き出します。常
緑樹の多い静かな環境に、メジロやヒヨ
ドリが花のミツを求めて訪れます。
③千鳥ケ淵公園・内堀通り　２０８本
内堀通りをはさんだ千鳥ケ淵公園の桜

並木は圧巻。早咲きの山桜、紅シダレも
見事です。英国大使館や国立劇場のさく
らも咲いています。
④北の丸公園　３２９本
千鳥ケ淵側、土手沿いの散歩道。上か

ら見下すさくらは、タブノキやミズキを
従えて咲き誇り、水面にまで枝を垂れて
います。

⑤靖国神社 ４０６本
到着殿周辺の里桜や開花基準木、相撲

場周りに染井吉野、トチノキの大木の向
い側池泉に、枝垂桜も咲いています。
⑥外濠公園 ２３６本
飯田橋から四ッ谷まで、外濠の土手に

染井吉野と山桜が咲きます。土手上の遊
歩道を散策してみてはいかが。
⑦聖イグナチオ教会（土手側）１０５本
染井吉野が咲き誇り、樹齢１５０年の松
と調和した美しい景色が見所。中央辺り
グランド側に低く大きく枝を延ばした普
賢象も見事。
⑧清水谷公園周辺 ７４本
清水谷公園の芽吹とともに、４月１０日

ごろから赤い関山の花が咲き始めます。
⑨東郷元帥記念公園 ２５本
広場に枝をつき出した染井吉野のほ

か、早咲きの桜、寒桜も立春にはつぼみ
がほころびます。
⑩日枝神社周辺 ８５本
社殿の周りには染井吉野、外周には里
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▲昨年のデジタル優秀賞「春休み」（岸田
き し だ

晴彦
はるひこ

さん）

区には、千鳥ケ淵や靖国神社など日
本を代表するさくらの名所があります
が、約半数のさくらが、老齢化や環境
の変化の影響を受け、数が減っています。
区は、さくらを守り、次世代に引き
継ぐための「さくら再生計画」に取り
組んでいます。
■さくらサポーターの募集
さくらの生育調査やさくら教室など
のさくらに関するイベントの手伝いで、
千代田のさくらを守りませんか。
年会費 個人１,０００円/法人・団体１０,０００
円

※ただし、学生やNPO団体などは免除
申込み 電話またはファクシミリ（記入
例参照）で道路公園課へお申し込みく
ださい。
■千代田区さくら基金
区やさくら管理者、NPO団体等がさ
くら再生事業を行うための「さくら基
金」への寄付を受け付けています。
老木化や生育環境の悪化で弱ってい
るさくらの病気治療や木の植替えなど
に活用する基金にご協力ください。
問合せ 道路公園課

1５２１１－４２４３6３２６４－８９５６

未来に残そう さくら再生計画

作品テーマ 今年の「千代田のさくら」
応募期間 ５月１日（火）（必着）
応募資格 アマチュアに限ります。
応募点数・応募規格 １人２点まで。
六切でカラープリントまたはモノクロ
プリント（ワイド六切、Ａ４サイズ可）
※デジタルカメラ可（応募時にその旨
を記入してください）。
賞品 グランプリに賞金５万円、準グ
ランプリと千代田区長賞に賞金３万
円・協賛品・楯、ジュニア賞など　
審査員 松本徳彦さん（日本写真家協
会専務理事）、中嶋好仁さん（東京ビ

ジュアルアーツ学校長）
発表 ５月中旬に入賞・入選者に通知
（ホームページでも公開）
※作品の使用権・版権は主催者に帰属
します。
※応募上の注意・応募方法など詳しく
は、区役所・出張所・区内カメラ店
で配布するチラシ・ポスターまたは
ホームページをご覧ください。
問合せ 千代田区文化芸術協会事務局

1５２１４－１００７
http://www.city.chiyoda.lg.jp

区民の方や全国各地から訪れた多くの方の
力作を募集します。入賞入選作品は、区役所
新庁舎で展示するほか、広報千代田やホーム
ページなどで活用していきます。

さくら写真コンクール　 作品募集想いを込めて 春景の一枚を

神田神社や神田駅西口商店街で物産展

千鳥ケ淵のさくらをホームページ
「千代田day

,
s」でご覧になれます。

また、さくらの開花状況をお知ら
せする写真も掲載します。ぜひ見ご
ろのさくらを確認して、足を運んで
ください。

http://www.chiyoda-days.jp

千鳥ケ淵ライブカメラ
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春季テニス大会

■神田神社で物産展
茨城県坂東市、新潟県長岡市の観
光物産販売が行われます。
とき ３月３１日（土）・４月１日（日）１０時～
１７時（予定）

会場 神田神社（外神田２－１６）
■出世不動通りで植木市
植木市を開催します。甘酒のサー
ビスもあります。

とき ３月３０日（金）１０時～１４時
会場 出世不動通り
■神田駅西口商店街のイベント
新潟県長岡市や神奈川県三浦市な
どの物産市や神田囃子・邦楽の演
奏。お汁粉のサービスもあります。
とき ３月３１日（土）１１時～１７時
会場 神田駅西口商店街
長岡市などの物産市や神田祭・江
戸城の紹介。
とき ４月１日（日）１１時～１７時
会場 神田駅西口商店街
■イベント会場をライブ中継
さくらフェスティバル会場（靖国

神社）や神田駅西口商店街等のイベ
ント会場の大画面テレビで、各会場
の情報が確認できます。ほかの会場
のイベントを確認して、ぜひさまざ
まなイベントに足を運んでくださ
い。
問合せ 商工振興課　 1５２１１－４１８４▲昨年4月の「神田で振る舞い酒」

路上での喫煙を禁止しています

SAKURAウォーキングツアー

さくらまつりは
３月２３日（金）～４月１日（日）
に変更
さくらまつりの期間が

変更となったため、
千鳥ケ淵緑道ライトアップなどの
イベントが
３月２３日（金）～４月１日（日）の
さくらまつり期間中に
変更となります。
さくらの開花状況や

緑道ライトアップなどの情報は、
毎日２４時間情報を提供する、
さくらまつりテレホンガイド
（1５２１１－４３３８）を
ご利用ください。
■日程が変更となるイベント等
・千鳥ケ淵ボート場の時間延長
・千鳥ケ淵緑道ライトアップ
・史跡ボランティアガイド
・さくら美守り隊
・ぼんぼり設置
・植木市
※内容は３月５日号をご覧ください。



区
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

区
内
１１
大
学
と
協
働
し
て
政
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
は
、

区
を
活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
の

活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の

政
策
提
案

昨
年
７
月
に
募
集
し
た
第
５
回
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に

関
す
る
政
策
提
案
に
、
６
団
体
６
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
外
部
審
査

員
の
審
査
を
受
け
て
協
議
し
た
結

果
、
今
回
は
２
提
案
の
事
業
化
が
決

定
し
ま
し
た
＝
下
記
図
表
＝
。

※
提
案
内
容
や
検
討
の
経
過
な
ど
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.chiyoda.lg.jp

問
合
せ

企
画
担
当
課
Ｎ
Ｐ
O
・
協

働
担
当
主
査

1
５
２
１
１
―
４
１
４
１

■
千
代
田
学

区
は
、
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

区
内
１１
大
学
が
行
う
、
千
代
田
区
に

関
す
る
調
査
・
研
究
（
千
代
田
学
）

に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
は
７
大
学
９
提
案
に

補
助
金
を
交
付
し
、
現
在
報
告
書
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
平
成
１６
・
１７
年

度
の
報
告
書
は
、
千
代
田
図
書
館
や

区
役
所
１
階
区
政
情
報
ル
ー
ム
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.chiyoda.lg.jp/

tokusyu/kyotei/index.htm

問
合
せ

総
務
課

1
５
２
１
１
―
４
１
３
４

■
千
代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
は
、
市
民
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の

活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
は
、
区
内
外
か
ら
１７

件
の
応
募
が
あ
り
「
犬
と
い
っ
し
ょ

に
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
神
保
町
を
魅

力
の
あ
る
元
気
な
街
に
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
助
成
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
助
成
団
体
や
事
業
内
容
な

ど
詳
し
く
は
、
ま
ち
み
ら
い
千
代
田

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

（財）
ま
ち
み
ら
い
千
代
田

1
３
２
３
３
―
７
５
５
５

http://w
w
w
.m
m
-chiyoda.or.jp/

project/suport.htm
l
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区
が
収
集
し
て
い
る
不
燃
ご
み
に

は
、
資
源
化
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
３５
％
以
上
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を
進
め

る
た
め
、
今
年
１０
月
か
ら
新
し
く
次

の
品
目
を
資
源
と
し
て
回
収
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
区

内
全
域
で
回
収
す
る
の
は
２３
区
で
初

め
て
で
す
。

回
収
品
目

㈰
食
料
品
や
日
用
品
を
買
っ
た
と
き

に
使
わ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
包
み
、
容
器
、
袋
な
ど
で
プ
ラ

マ
ー
ク
＝
図
表
１
＝
が
あ
る
も
の

㈪
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
マ
ー
ク
＝
図
表

２
＝
の
あ
る
、
飲
料
用
や
し
ょ
う

油
等
の
ボ
ト
ル

回
収
開
始

平
成
１９
年
１０
月
〜

回
収
地
域

区
内
全
域
の
資
源
・
ご

み
集
積
所

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
出
し

方

新
た
に
設
け
る
専
用
の
日
に
、

中
身
の
見
え
る
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

古
紙
・

び
ん
・
缶
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ト

レ
イ
と
同
じ
資
源
回
収
日
に
、
設

４月以降に、区内に居住する親の
近くに住替えをする子育て世帯や新
婚世帯、子どもの誕生などで住まい
が狭くなり区内で転居する子育て世
帯に、家賃や住宅にかかる借入金等
の一部を助成します。
対象となる方で、区内の民間賃貸

住宅への入居やマイホームの購入を
予定している方は、事前にご相談く
ださい。

助成の対象や額などは下記図表を
ご覧ください。
次世代育成手当・児童手当は９面をご

覧ください。
※家賃等の助成や次世代育成手当・
児童手当は、住民税や国民健康保
険料、保育料などに未納があると
支給できない場合があります。
問合せ まちづくり住宅課

1３２６４－２１１１内線８８２４７

置
さ
れ
た
網
袋
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

専
用
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
回
収
日
や
具
体
的
な
分
け
方
な
ど

詳
し
く
は
、
６
月
以
降
に
配
布
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
か
ら
出
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

は
有
料
で
回
収
し
ま
す
。
中
身
の

見
え
る
袋
に
入
れ
、
袋
の
容
量
に

応
じ
た
「
有
料
ご
み
処
理
券
」
を

は
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課

1
５
２
１
１
―
４
２
５
９

が
指
定
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
指
定
地
区
で
な
く
と
も
路

上
な
ど
公
共
の
場
で
は
、
喫
煙
を
し

な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
義
務
が
あ
り
ま
す
。

※
路
上
禁
煙
地
区
＝
路
上
で
の
喫
煙

を
禁
止
し
て
い
る
地
区

環
境
美
化
・
浄
化
推
進
モ
デ
ル
地

区
＝
路
上
障
害
物
（
置
き
看
板
、

の
ぼ
り
旗
な
ど
）
や
空
き
缶
等
の

ポ
イ
捨
て
な
ど
へ
の
規
制
を
厳
し

く
行
っ
て
い
る
地
区

問
合
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
改

善
主
査
1
５
２
１
１
―
４
２
５
２

安
全
で
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
ス
タ
ー
ト
し
た
生
活
環
境
条
例

は
、
路
上
で
の
喫
煙
や
吸
い
殻
の
ポ

イ
捨
て
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
区

内
１０
地
区
を
路
上
禁
煙
地
区
や
環
境

美
化
・
浄
化
推
進
モ
デ
ル
地
区
等
に

指
定
し
て
い
ま
す
。

３
月
か
ら
は
、
大
手
町
周
辺
に
も

拡
大
し
、
４
月
１
日
か
ら
は
条
例
に

違
反
し
た
場
合
に
罰
則
を
適
用
し
ま

す
。
今
回
の
指
定
地
区
拡
大
で
区
の

約
６１
・
４
％
（
皇
居
の
面
積
を
除
く
）

2.ペットボトル

1.プラスチック製
容器包装

プラスチック製
容器包装とペットボトル

１０月から回収

罰
則
を
大
手
町
駅
周
辺
に
も
拡
大

４
月
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
大
学
等
と

協
働
で
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

▼協働等を行う2事業

祭り応 援 会

親と子の
三味線体験教室

江戸東京カイドの会
　さくらまつりや江戸天下祭などで、千代田
区を訪れる日本人や外国人の観光客に無償
でガイドを行います。

　日本古来の伝統文化の継承に向けて、区
内の小学校に通う児童と保護者に三味線の
ミニコンサートや体験教室を行います。

三味線音楽普及の会
（特定非営利活動法人）

事 業 名 団 体 名 事業の主な内容

子育て世帯・新婚世帯向け
家家賃賃等等のの助助成成
～次世代育成住宅助成～

条件等

世 帯

住 替 え

住 替 え 先
住 宅

所 得

そ の 他

募 集 数

助 成 額

助 成 期 間

５年以上引き続き千代田区に
居住する親がいる子育て世帯
または新婚世帯

区外から区内への転入、また
は区内での住替え

①民間賃貸住宅またはマイホームに住み替える方。
②住替え後の住宅が、原則広い住宅への住替えであり、最低
　居住水準面積以上であること。また、民間賃貸住宅は、月額
　家賃が２５万円以内、マイホーム購入は５０m２以上で、取得
　価格は６，０００万円以内の住宅であること。

世帯の合計所得が、２人の場合２４０万円以上１,０３８万８,０００円
以下である（なお、世帯員１人増すごとに上限額に３８万円加算）。

①地元の町会に加入すること。
②マイホーム購入は、金融機関から購入資金の借入れがある
　こと。

①助成月額　世帯人数×１万円
・親元近居枠は、２万円加算
・世帯人数に含まれる児童は、０歳～１８歳に達する年度の末
　日までの者
②２年目以降の助成額は、毎年、１年目の助成月額の１０％の額
　を減じた額

助成を開始した月から８年間と末子が１８歳に達する年度末ま
でのいずれか短い期間　

親元近居枠・区内転居枠ともに年間５０世帯（先着順）

区内での住替え

区内に1年以上居住している
子育て世帯

親元近居枠 区内転居枠

※子育て世帯とは、申請日現在義務教育修了前の児童と同居し扶養している世帯
※新婚世帯とは、申請日の年度中に婚姻した夫婦世帯または申請日の年度の４月１日
　現在、婚姻の届け出日から起算して２年以内の夫婦世帯
※最低居住水準面積とは、２人世帯：３０m２、３人世帯：４０m２、４人以上世帯：５０m２（いずれ
　も住戸専用面積）

平成１８年度の国民健康保険料を
納め忘れている方は、金融機関等
で至急納めてください。納付書を
紛失した場合は、再発行しますの
で、ご連絡ください。
経済的理由等で納付が困難な方、

お持ちの保険証の有効期限が平成

１９年３月３１日の方には、納付相談
を行っています。納付相談を受け
忘れると、資格証明書（医療費を
一時的に全額自己負担）が交付さ
れることがあります。
税務保険年金課国民健康保険係

1５２１１－４２０４

保険料の納め忘れはありませんか スホテルルスホホホホテテテルテルテルルルルルルパレスホテルルレパレレスレスレススホスホホホテホテテテルテルテルパレパパパパパレパレパパパパレスホテル

大手町ビル大大大大手手手手町手町町町ビ町ビビルビルビルルル大手町大大大大手手手手町大手町ビル大手手手手町町町町ビビビルビルビル大手町ビル大手町

丸ビル

常盤橋常盤盤盤橋盤橋盤橋橋橋橋常盤橋常常常常盤常盤常盤盤盤橋盤橋橋橋橋橋盤橋常盤橋
公園公公公公園公園園園園

大和證券大大大和大和大和和證和證和證證券證券證券券券
ビルビビビルビルビルルルビルビビビビルルビル

防庁防庁防防防庁防防庁防庁庁防庁庁庁防防防防防防防防防防庁庁庁庁東京消東京消防防庁
署署防署防署防署防署署署丸の内消防丸丸丸の丸の丸のの内の内の内内消内消内消防消防消防防防丸の内消防署署

気象庁気気象気象気象象庁象庁象庁庁庁庁気気気気気気気

ツ橋ツツ橋ツ橋ツ橋橋橋橋一ツ橋一一一一一一一ツ一一ツ一ツツツツ橋橋一ツ橋

大手町町大大大大手大手大手手町手町町手町町町町町町
合同庁舎舎合合合同合同合同同庁同庁同庁庁舎舎庁舎舎庁舎舎舎舎舎舎舎

今回拡大した区域

これまでの指定区域

東京駅

識
別
マ
ー
ク
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広　　告

お気軽にお問い合わせください

NTT東日本 ー  東京中央

TEL 0120-585054
FAX 0120-585154
（平日9：00～17：00）

今、光がおトク！光ファイバーで
①  3ヶ月無料＋工事費無料

②  商品券等を抽選でプレゼント
※ 東京都内在住の方に限ります

※ 詳細はご利用環境によって異なります。

電話代が
　　安くなる

インターネットが
　　　速くなる

さらに
映画も観られる！ 約290ch

スカパー

ダウンロード速度

約2倍

約1/3
月額料金

※ 有効期間：平成19年2月1日～平成19年3月31日 

インターネットも電話もTVもビデオも…

NTT東日本　にご相談ください！

NTT東日本－東京中央は
　　

,
０７千代田のさくらまつりを応援しています

昭
和
６２
年
４
月
９
日
以
前
に
生
ま

れ
、
平
成
１８
年
１２
月
２１
日
以
前
か
ら

千
代
田
区
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
引

き
続
き
区
に
住
所
を
有
す
る
方
。

な
お
、
千
代
田
区
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
１８

年
１２
月
２２
日
以
降
、
東
京
都
内
で
転

居
し
た
方（
転
居
が
１
回
だ
け
の
場

合
）は
、
千
代
田
区
で
投
票
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
転
居
先
の
住
民
票
の

写
し（
選
挙
用
は
無
料
）が
必
要
で
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
を
３
月
２２
日

（木）
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。

投
票
を
す
る
と
き
は
、
投
票
所
入

場
整
理
券
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
は
、
下
記
図
表
の
と
お
り

で
す
。
投
票
日
当
日
は
、
指
定
さ
れ

た
投
票
所
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
投
票
所
入
場
整
理
券
で
ご
自
分

の
投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

第
５
投
票
区
の
投
票
所
が
旧
富
士

見
小
学
校
か
ら
富
士
見
区
民
館
（
富

士
見
出
張
所
・
富
士
見
１
―
６
―

７
）
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

立
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
は
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
有
権

者
の
各
世
帯
に
３
月
２８
日
（水）
ご
ろ
郵

送
し
ま
す
。

※
出
張
所
な
ど
区
の
施
設
に
も
選
挙

公
報
を
置
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

選挙人名簿定時登録者数
（平成１９年３月２日現在）

男 １８,６３７人（＋６４８人）
女 １９,８８２人（＋３３５人）
合計 ３８,５１９人（＋９８３人）

※カッコ内は前年比較

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211－4174☆

東東
京京
都都
知知
事事
選選
挙挙

東
京
の
未
来
は
私
が
決
め
る
。

４
月
８
日
　
に
、
東
京
都
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
時
間
は
７
時
〜
２０
時
で
す
。

明
日
の
都
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
選
挙
で
す
。
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
せ
ず
、
必
ず
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　
1
５
２
１
１
―

４
２
６
８

（日）

期
日
前
投
票

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

見
込
み
の
方
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
す
る
と
き

は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
を

持
っ
て
（
届
い
て
い
な
い
方

は
不
要
）、
下
記
図
表
の
期
日

前
投
票
所
で
宣
誓
書
兼
請
求

書
に
所
定
事
項
を
記
入
し
投

票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
指
定
病
院
等
で
の
不
在
者
投

票病
院
に
入
院
し
て
い
る
方

や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
し

て
い
る
方
で
、
投
票
日
当
日

に
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、

指
定
さ
れ
た
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
等
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
で
、
障
害
や

要
介
護
度
の
程
度
が
定
め
ら
れ

た
等
級
に
該
当
す
る
方
は
、
郵

便
等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
選
挙
管
理
委
員
会
に
事
前

の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
他
の
区
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
の
不
在
者
投
票

投
票
日
当
日
お
よ
び
期
日
前

投
票
期
間
に
、
出
張
や
旅
行
な

ど
で
千
代
田
区
外
に
滞
在
さ
れ

て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前

に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
方

投
票
所
の
一
部
変
更

入
場
整
理
券
を

忘
れ
ず
に

選
挙
公
報

投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
へ

▼投票所一覧

投票区

１ 千代田保健所　町庁舎 平河町２－７－４

２ 　 町 区 民 館 　町２－８

３ 番 町 小 学 校 六番町８

４ 九 段 小 学 校 三番町１６

５ 富 士 見 区 民 館 富士見１－６－７

６

８

千 代 田 区 役 所 九段南１－６－１１

お 茶 の 水 小 学 校 猿楽町１－１－１

９ 千 代 田 保 健 所 神田錦町３ー１０

１０ 神 田 保 育 園 神田淡路町２－１５

１２ 旧 今 川 中 学 校 鍛冶町２－４－２

１３ ふ れ あ い 会 館 神田須田町２－１７

１４ 岩本町ほほえみプラザ 岩本町２－１５－３

１６ 昌 平 小 学 校
( 昌 平 童 夢 館 ）

外神田３－４－７

１５
和 泉 小 学 校
（ちよだパークサイドプラザ） 神田和泉町１

１１ 千 代 田 小 学 校
（ 神 田 さ く ら 館 ） 神田司町２－１６

７
神 保 町 区 民 館  
（神保町ひまわり館） 神田神保町２－４０

投票所 所　在　地

▼期日前投票

会　　　場 期日前投票のできる日時

千代田区役所 
（九段南１－６－１１）

　町区民館 
（　町出張所・　町２－８）

和泉橋区民館 
（和泉橋出張所・神田佐久間町１－１１）

３月２３日（金）～４月７日（土） 
８時３０分～２０時まで

４月１日（日）～７日（土） 
８時３０分～２０時まで

告
示
日
　
３
月
　
日
（木）

２２

投
・
開
票
日
　
４
月
８
日
（日）

千
代
田
区
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
耐

震
診
断
報
告
を
お
願
い
し
た
こ
と

に
関
し
て
、
区
か
ら
依
頼
を
受
け

て
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
る
と
間

違
え
る
よ
う
な
ま
ぎ
ら
わ
し
い
文

書
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
特
定
の
会
社
に
依
頼
し

て
耐
震
診
断
や
構
造
計
算
書
の
再

計
算
、
現
地
で
の
レ
ー
ダ
ー
に
よ

る
配
筋
位
置
の
探
査
、
耐
震
診
断

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

建
築
指
導
課
建
築
審
査

主
査
（
構
造
担
当
）

1
５
２
１
１
―
４
３
１
０

マンションの
耐震診断に注意
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町
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
人

た
ち
を
紹
介
し
、
親
し
ま
れ
て
き
た

わ
が
ま
ち
人
物
館
が
３
月
末
で
閉
館

し
ま
す
。
人
物
館
で
紹
介
し
て
い
る

文
人
の
功
績
や
当
時
の
時
代
背
景
な

ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

町
の
あ

ゆ
み
を
学
び
ま
す
。

と
き

３
月
３１
日
（土）
１４
時
〜

会
場
わ
が
ま
ち
人
物
館
（

町
２
―

１４
旧
番
町
出
張
所
）

講
演

㈰
「
藤
田
嗣
治

つ
ぐ
は
る

と
そ
の
時

代
」
近
藤
史
人

ふ

み

と

さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
㈪
「
ま
ち
の
記

憶
の
大
切
さ
」
森
ま
ゆ
み
さ
ん

（
作
家
）

定
員

６０
名
（
申
込
順
）

染
井
吉
野
、
枝
垂
桜
が
散
る
こ
ろ
、

八
重
桜
の
名
所
と
い
わ
れ
る
紀
尾
井

町「
清
水
谷
公
園
」界
わ
い
は
人
々
の

感
嘆
と
ざ
わ
め
き
に
彩
ら
れ
ま
す
。

公
園
内
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
、

区
内
サ
ー
ク
ル
団
体
が
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
偕
香
苑
で
は
、

茶
道
や
香
道
な
ど
日
本
古
来
の
文
化

が
体
験
で
き
ま
す
。

と
き

４
月
１３
日
（金）
・
１４
日
（土）
１０

時
〜
１６
時

会
場

清
水
谷
公
園
（
紀
尾
井
町
２

―
１
）

―
い
ず
れ
も
―

申
込
み
・
問
合
せ

町
出
張
所
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
実

行
委
員
会（

町
出
張
所
内
）

1
３
２
６
３
―
３
８
３
１

区
制
60
周
年
記
念
日
に
表
彰
さ
れ
た
方

千
代
田
区
は
、
昭
和
２２
年
３
月
１５
日
に
　
町
区
と
神
田
区
が
統
合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
日
を
区
制
記
念
日
と
し
、
今
年
も
こ
の
日
に
表
彰
式
を
行
い
、
特
別
功
労
者
２８
名
、

各
分
野
別
功
労
者
２３４
名
（
団
体
を
含
む
）の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

特特

別別

功功

労労

者者

秋
　
山
　
平
三
郎

市

川

篤

政

井

上

治

郎

上

田

政

男

加

■

隆

之

加

藤

武

夫

川

瀬

富

郎

黒

井

由

男

黒

田

静

子

小

西

照

男

小

林

正

吉

西

條

　

由

清

水

　

明

新
　
庄
　
千
枝
子

高
■

理
喜
子

丹

野

浩

成

土

屋

惣

一

寺

田

義

男

戸

田

豊

重

中

島

壽

彦

中

西

蓉

子

中

村

■

夫

原
　
　
　
康
　
朗

平

井

晴

男

星

野

絢

子

松
　
浦
　
新
太
郎

村

井

　

隆

和

栗

■

子

分分
野野
別別
功功
労労
者者

永
田
町
二
丁
目
町
会
会
計

麹
町
三
丁
目
町
会
監
事

平
河
町
二
丁
目
町
会
地
域
安
全（
防
犯
）交
通
部
長

六
番
町
町
会
副
会
長

六
番
町
町
会
副
会
長

麹
町
五
丁
目
町
会
３
番
地
理
事

飯

田

橋

町

会

監

事

富
士
見
二
丁
目
町
会
交
通
部
長

九
段
二
丁
目
町
会
会
計
監
事

富
士
見
一
丁
目
町
会
副
会
長
・
厚
生
部
長

九
段
四
丁
目
町
会
副
会
長
・
会
計
・
青
年
部
長

九
段
三
丁
目
町
会
青
少
年
部
長

富
士
見
一
丁
目
町
会
副
会
長
・
防
犯
交
通
部
長

飯
田
橋
町
会
交
通
部
長

飯
田
町
町
会
交
通
防
犯
部
長

神
田
猿
楽
町
町
会
体
育
部
長

西
神
田
町
会
保
健
衛
生
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
レ
デ
ィ
ー
ス
部
長

一
神
町
会
副
会
長
・
厚
生
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
会
計
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
会
計
副
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
副
会
長

神
西
町
会
防
犯
・
防
災
部
副
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
婦
人
部
長

遠

藤

豊

男

小
　
川
　
千
代
子

原

伸

行

下

田

光

子

豊

島

快

兒

渡

邉

る

み

伊

原

利

次

大

原

正

史

奥

澤

清

一

奥

田

敏

昭

久
保
寺
　
健
　
郎

■

塚

次

朗

谷

口

守

利

西

山

　

明

松

浦

純

一

青

野

芳

久

石

川

智

弘

岡

本

節

子

小

川

　

徹

奥

山

惠

一

加

藤

照

夫

谷

幸

男

功

刀

　

茂

栗

原

七

生

神
西
町
会
常
任
理
事
・
第
六
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
体
育
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
婦
人
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
交
通
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
副
会
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
会
計
監
査

一
神
町
会
衛
生
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
環
境
衛
生
部
長

西

神

田

町

会

監

事

西
神
田
町
会
総
務
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
交
通
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
交
通
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
広
報
部
長

一
神
町
会
副
会
長
・
文
化
部
長

一
神
町
会
体
育
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
厚
生
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
衛
生
部
長

内
神
田
旭
町
町
会
常
任
理
事

司
町
二
丁
目
町
会
会
計
監
査

司
一
町
会
交
通
部
副
部
長

内
神
田
旭
町
町
会
相
談
役

内
神
田
鎌
倉
町
会
庶
務

錦
町
一
丁
目
町
会
防
犯
部
長

多
町
二
丁
目
町
会
婦
人
部
長

司

一

町

会

副

会

長

錦
町
一
丁
目
町
会
防
災
部
長

小

島

　

勲

近

藤

英

夫

新
　
堀
　
君
　
枝

鈴

木

　

治

鈴
　
木
　
忠
　
雄

諏

訪

正

二

竹

内

康

悦

高

井

光

弘

高

岡

啓

二

西
　
秋
　
美
岐
子

花

村

圭

一

藤

森

正

敏

古

澤

良

和

前

川

明

彦

三

橋

一

雄

武

藤

　

直

鷲

尾

辰

夫

入

山

敏

嗣

岡

田

錚

ニ

金

子

勝

弘

高

野
　
文
太
郎

田

熊

清

■

谷

澤

住

英

鳥

井

和

子

藤

田

　

勲

星

野

紘

兵

神
田
公
園
地
区
連
合
町
会
長

小
川
町
北
三
町
会
副
会
長

小
川
町
北
部
二
丁
目
町
会
交
通
部
長

外
神
田
四
丁
目
松
富
会
総
務

元
駿
河
台
東
部
町
会
婦
人
部
長

外
神
田
一
丁
目
万
世
橋
町
会
副
会
長

神
田
旅
籠
町
会
会
計

外
神
田
三
丁
目
末
広
町
会
婦
人
部
長

神
田
旅
籠
町
会
副
会
長

須
田
町
北
部
町
会
副
会
長
　

淡
路
町
一
丁
目
町
会
副
会
長

外
神
田
二
丁
目
松
住
町
会
副
会
長

須
田
町
北
部
町
会
副
会
長

外
神
田
二
丁
目
松
住
町
会
婦
人
部
長

須
田
町
北
部
町
会
副
会
長

神
田
五
軒
町
町
会
副
会
長

須
田
町
中
部
町
会
副
会
長

須
田
町
一
丁
目
南
部
町
会
副
会
長

神

臺

会

役

員

元
駿
河
台
東
部
町
会
婦
人
部
長

外
神
田
三
丁
目
金
沢
会
副
会
長

須
田
町
中
部
町
会
防
災
部
副
部
長

神
田
同
朋
町
会
監
事

神
田
須
田
町
二
丁
目
町
会
防
火
・
防
災
部
長

神
田
東
紺
町
会
副
会
長

神
田
東
紺
町
会
副
会
長
・
会
計
部
長

神
田
須
田
町
二
丁
目
町
会
副
会
長
・
婦
人
部
長

富
山
町
町
会
青
年
部
長

神
田
佐
久
間
町
四
丁
目
町
会
副
会
長
・
厚
生
部
長

神
田
東
紺
町
会
副
会
長
・
衛
生
部
長

鍛
冶
町
一
丁
目
町
会
副
会
長
・
総
務
部
長

東
神
田
三
丁
目
町
会
事
業
部
長

鍛
冶
町
二
丁
目
町
会
副
会
長
・
防
災
部
長

東
神
田
三
丁
目
町
会
総
務
部
長

麹
町
小
学
校
学
校
歯
科
医

九
段
小
学
校
学
校
医

和
泉
小
学
校
学
校
医

九
段
中
等
教
育
学
校
学
校
医

麹
町
小
学
校
学
校
医

神
田
一
橋
中
学
校
学
校
医

九
段
小
学
校
学
校
医

昌
平
幼
稚
園
幼
稚
園
薬
剤
師

千
代
田
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
常
任
理
事

丸

山

正

彦

山

野

邦

子

横

田

達

之

阿

部

　

進

井

上

陽

子

奥

山

治

夫

笠

井

幸

雄

河

合

千

咲

小

菅

憲

治

小

�

登

志

志

賀

鐡

夫

志

村

繁

雄

田

中

一

郎

田

仲

敏

枝

田

端

幸

一

寺

澤

英

彦

中

津

佳

也

橋

本

曉

昌

細

谷

千

惠

森

山

英

子

山

崎

達

司

山

下

浩

一

渡
　
邊
　
龍
之
助

秋

山

　

茂

岩
　
下
　
美
和
子

北

村

秀

義

小

池

恒

代

阪

■

正

塩

谷

寛

一

竹

内

省

介

根

本

雅

雄

春

名

克

俊

保
志
場
　
　
　
宏

堀
　
川
　
　
　
充

久
保
田
　
智
　
也

小

池

昭

夫

坪

井

秀

一

永

井

成

樹

西

端

慎

一

丸

山

　

毅

矢

部

智

紗

山

崎

篤

由

青

木

君

治

千
代
田
区
柔
道
会
副
理
事
長

千
代
田
区
テ
ニ
ス
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
卓
球
連
盟
常
任
理
事

千
代
田
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
剣
道
連
盟
少
年
部
指
導
責
任
者

千
代
田
区
少
年
野
球
連
盟
常
任
理
事

千
代
田
区
立
総
合
体
育
館
指
導
員

千
代
田
区
立
総
合
体
育
館
指
導
員

千
代
田
区
立
総
合
体
育
館
指
導
員

千
代
田
区
陸
上
競
技
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
理
事
長

千
代
田
区
ス
キ
ー
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
立
総
合
体
育
館
指
導
員

千
代
田
区
立
総
合
体
育
館
指
導
員

千
代
田
区
体
育
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
狩
猟
連
盟
理
事

千
代
田
区
軟
式
野
球
連
盟
常
任
理
事

千
代
田
区
民
踊
連
盟
万
世
橋
支
部
支
部
長

千
代
田
区
弓
道
連
盟
理
事

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
千
代
田
１
団
団
委
員

海

洋

少

年

団

指

導

者

海

洋

少

年

団

指

導

者

文

化

芸

術

協

会

監

事

海

洋

少

年

団

副

団

長

文

化

芸

術

協

会

理

事

海

洋

少

年

団

団

役

員

千
代
田
区
少
年
少
女
団
体
指
導
者
連
絡
協
議
会
会
計

海
洋
少
年
団
指
導
者

千
代
田
区
文
化
財
保
護
調
査
員

御
茶
の
水
美
術
専
門
学
校
学
校
長
補
佐

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
専
門
学
校
教
務
主
任

大
東
京
青
果
物
商
業
協
同
組
合
千
代
田
支
部
役
員

神
田
紳
士
服
専
門
店
組
合
会
計
部
長

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
副
理
事
長

北

神

実

業

会

会

長

日
比
谷
三
井
ビ
ル
商
店
会
会
長

九
段
商
店
街
振
興
組
合
理
事

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
監
事

神
田
駅
西
口
商
店
街
振
興
組
合
副
理
事
長

神
保
町
さ
く
ら
通
り
実
業
会
会
長

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
理
事

コ

ト

ブ

キ

無

線

株

神
田
ふ
れ
あ
い
通
り
商
店
会
会
長

日
本
テ
レ
ビ
通
り
振
興
会
副
会
長

千
代
田
区
事
務
用
品
組
合
組
合
長

神
田
す
ず
ら
ん
通
り
商
店
街
振
興
組
合
理
事

神
田
米
穀
商
組
合
副
組
合
長

千
代
田
区
観
光
協
会
理
事

赤

嶺

利

幸

奥

村

友

子

片

桐

頌

子

小
　
林
　
と
し
子

佐
々
木
　
　
　
眞

塩

原

政

寿

志

村

初

江

新

藤

大

祐

土

屋

則

雄

成

塚

数

剛

野

崎

弓

央

鉾
之
原
　
由
　
子

堀

子

永

一

道

脇

満

久

南

島

恭

代

宮
　
本
　
美
知
夫

八
十
田
　
正
　
光

山

田

安

美

和

田

照

子

飯
　
塚
　
正
　
秀

青
　
田
　
昌
　
幸

大
　
塚
　
貴
　
子

小
　
澤
　
清
次
郎

加
　
藤
　
泰
一
郎

金
　
丸
　
和
　
子

川
　
瀬
　
和
　
彦

取
　
出
　
隆
　
二

初
　
谷
　
一
　
枝

原
　
田
　
麻
　
樹

茂
　
木
　
百
合
子

櫻

井

紀

子

服

部

乃

摩

土

岐

祥

子

石

井

利

之

石

田

敦

子

市

村

靖

雄

稲

垣

秀

明

奥

田

慶

子

小

高

滋

子

小
野
里
　
耕
　
作

苅

谷

恒

雄

菊

原

敏

良

北

井

宏

幸

佐

藤

重

雄

豊

田

雅

子

林

　

福

松

保

坂

重

雄

松

田

武

司

三

島

政

治

家

邉

宏

一

河

村

澄

夫

史
蹟
将
門
塚
保
存
会
事
務
局
長

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

保

護

司

民
生
委
員
・
児
童
委
員

保
健
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

社
千
代
田
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
長

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

保
健
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

保

護

司

保

護

司

保

護

司

民
生
委
員
・
児
童
委
員

万
世
呉
竹
会
会
計
監
査

和
泉
橋
菊
寿
会
理
事

神
保
町
地
区
長
寿
会
総
務

麹
町
長
寿
会
副
会
長

富
士
見
地
区
富
久
寿
会
役
員

長

寿

会

神
田
公
園
地
区
長
寿
会
役
員

麹

町

長

寿

会

役

員

青
少
年
対
策
神
田
地
区
委
員
会
委
員

青
少
年
対
策
丸
の
内
地
区
委
員
会
副
会
長

千
代
田
区
障
害
者
共
助
会
視
力
障
害
部
評
議
員

千
代
田
区
障
害
者
共
助
会
視
力
障
害
部
評
議
員

大
塚
商
会
相
談
役
名
誉
会
長

町

会

自

治

会

町

会

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

統
計
調
査
事
務
協
力
者

統
計
調
査
事
務
協
力
者

統
計
調
査
事
務
協
力
者

麹
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
常
務
理
事

神
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
事

麹
町
青
色
申
告
会
副
会
長

東
京
税
理
士
会
神
田
支
部
総
務
部
長

神
田
青
色
申
告
会
理
事

宮

�

正

紘

入

山

庸

裕

大
　
内
　
ユ
キ
子

小
田
島
　
眞
理
子

岸
　
本
　
カ
ヨ
子

小

松

一

枝

齋
　
藤
　
光
　
治

冷

水

　

豊

須
　
田
　
勝
太
郎

高
　
梨
　
幸
　
彦

田
　
畑
　
さ
と
子

野
　
田
　
愛
　
子

松
　
田
　
美
佐
子

松
　
山
　
文
　
彦

山
　
中
　
宣
　
子

山
　
本
　
勝
　
美

吉
　
澤
　
文
　
子

伊

藤

　

壽

三
　
枝
　
澤
　
江

寺
　
口
　
静
　
子

原
　
　
　
英
四
郎

松
　
村
　
紀
　
子

万

世

呉

竹

会

宮
　
越
　
■

■

安
　
井
　
イ
　
シ

塚
　
本
　
良
　
一

平
　
田
　
富
　
彦

矢
　
矧
　
光
　
代

清
　
水
　
貞
　
子

大

塚

　

実

神
田
東
紺
町
会

淡
路
町
一
丁
目
町
会
女
性
部

岩

崎

博

茂

大
和
田
　
長
　
治

奥

田

英

雄

澤

井

輝

男

■

本

光

雄

諸

井

武

一

奥

　

高

明

小

端

協

一

川

島

和

枝

内

田

進

久

隠
　
岐
　
十
子
江

後

藤

光

男

菅

原

初

義

都

築

好

子

東
京
税
理
士
会
麹
町
支
部
副
支
部
長

麹
町
歯
科
医
師
会
理
事

神

田

医

師

会

理

事

千
代
田
区
歯
科
医
師
会
副
会
長

千
代
田
区
環
境
衛
生
協
会
副
会
長

千
代
田
区
公
害
健
康
被
害
診
療
報
酬
審
査
会
委
員

千
代
田
区
公
害
健
康
被
害
認
定
審
査
会
委
員

丸

の

内

歯

科

医

師

会

監

事

千
代
田
区
公
害
健
康
被
害
認
定
審
査
会
委
員

千
代
田
区
公
害
健
康
被
害
診
療
報
酬
審
査
会
委
員

千
代
田
食
品
衛
生
協
会
監
事

丸
の
内
歯
科
医
師
会
元
理
事

神

田

医

師

会

理

事

サ
イ
ト
ウ
歯
科
勤
務

千
代
田
食
品
衛
生
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
医
師
会
理
事

千
代
田
区
結
核
審
査
協
議
会
委
員

丸
の
内
消
防
団
第
２
分
団
班
長

丸
の
内
消
防
団
第
１
分
団
部
長

丸
の
内
消
防
団
第
２
分
団
部
長

丸
の
内
消
防
団
副
団
長

神

田

消

防

団

部

長

神

田

消

防

団

部

長

丸
の
内
消
防
団
団
本
部
副
分
団
長

丸
の
内
消
防
団
第
１
分
団
部
長

地

域

防

災

組

織

麹

町

消

防

団

分

団

長

丸
の
内
消
防
団
第
２
分
団
部
長

麹

町

消

防

団

班

長

麹

町

消

防

団

副

分

団

長

神

田

消

防

団

部

長

麹

町

消

防

団

分

団

長

元
景
観
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員

財
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
評
議
員

元
景
観
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
副
会
長

都
市
計
画
審
議
会
委
員

ち
よ
だ
女
性
団
体
等
連
絡
会
副
会
長

牧

野

正

勝

盛

田

　

明

石

塚

忠

男

遠

藤

素

夫

大

塚

　

寛

加

藤

圭

一

河

辺

政

昭

木
　
野
　
博
　
至

清
　
水
　
利
　
朗

鈴
　
木
　
和
　
雄

高

橋
　
　
　
淳

竹
　
田
　
英
　
樹

永
　
田
　
義
　
昭

名
　
倉
　
直
　
秀

長
谷
川

恵
　
子

町
　
田
　
良
　
子

宮

入

　

誠

山

澤

文

裕

相

原

賢

二

阿
　
部
　
隆
太
郎

石

渡

太

一

大
　
鐘
　
　
　
■

大

澤

輝

夫

奥

田

久

勝

長

田

　

淳

兼

松

　

毅

神

田

淡

路

会

小

柴

　

徹

小

松

昌

勝

澁

木

規

雄

清

水

耕

仁

望

月

　

正

諸
　
井
　
陽
之
助

片

桐

正

夫

久
壽
米
木
　
康
宣

進
　
士
　
五
十
八

森

　

欣

貮

鏑
　
木
　
美
知
子

岩
　
上
　
奈
々
枝

牛

田

敦

子

中

村

　

茂

増

田

博

之

町
会
自
治
功
労
者

教
育
文
化
功
労
者

●
学
校
保
健
衛
生

●
社
会
体
育

●
社
会
教
育

●
文
化
事
業

●
私
学
振
興

社
会
福
祉
功
労
者

商
工
観
光
功
労
者

生
活
環
境
功
労
者

事
務
事
業
協
力
功
労
者

納
税
功
労
者

地
域
防
災
・
防
犯
功
労
者

街
づ
く
り
功
労
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
振
興
功
労
者

（株）

（社）

（財）※
肩
書
き
は「
麹
」→

「
麹
」で
表
示
し
て
い
ま

す
。

（
敬
称
略
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
千
代
田
第
６
団

ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
隊
隊
長

千
代
田
区
少
年
少
女
団
体
指
導

者
連
絡
協
議
会
運
営
委
員

有
限
責
任
中
間
法
人
ゆ
と
り
ち
よ
だ

事

業

運

営

協

議

会

委

員

一
番
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
管
理

歯
科
医
師
（
非
常
勤
医
師
）

都
営
四
番
町
第
二
ア
パ

ー

ト

自

治

会

桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ

ョ
ン
平
河
町
管
理
組
合

善
行
者

町
出
張
所
地
区

「
わ
が
ま
ち
人
物
館
」

さ
よ
な
ら
記
念
講
演

和
泉
小
学
校
校
庭
の
桜

を
見
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ

で
の
演
奏
や
町
会
の
模
擬

店
な
ど
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と
き

３
月
３１
日
（土）
１２
時

〜
１５
時

会
場

和
泉
小
学
校
校
庭

・
和
泉
小
学
校
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
、
神

田
囃
子
、
雷
神
太
鼓

・
模
擬
店
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
い

そ
べ
餅
、
お
に
ぎ
り
等
）

・
抽
選
会

問
合
せ

秋
葉
原
東
部
地
区
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
性
化
事
業
実
行
委

員
会
（
和
泉
橋
出
張
所
内
）

1
３
２
５
３
―
４
９
３
１

秋
葉
原
東
部
地
区

地域コミュニティ活性化事業

春
だ
！
花
見
だ
！
あ
き
は
ば
ら

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
６

八
重
桜
サ
ン
さ
ん
祭

芝

保
健
衛
生
功
労
者

東
京
中
央
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合

千

代

田

部

会

総

代

（株）
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平
成
１９
年
第
１
回
区
議
会
定
例
会

を
２
月
９
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
開

き
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
区

長
提
出
議
案
の
「
平
成
19
年
度
千
代

田
区
一
般
会
計
予
算
」
な
ど
32
件
が

可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
報
告
が
１
件
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
２
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
「
千
代
田
区
議
会
だ
よ

り
」ま
た
は
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

http://kugikai.city.chiyoda.

tokyo.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
務
課

1
５
２
１
１
―
４
１
３
４

区
議
会
事
務
局

1
５
２
１
１
―
４
２
９
７

▼
平
成
１８
年
度
千
代
田
区
一
般
会
計

補
正
予
算
第
４
号

※
旧
東
京
区
政
会
館
別
館
敷
地
の
購

入
や
市
街
地
再
開
発
（
有
楽
町
駅

前
第
１
地
区
・
富
士
見
二
丁
目
地

区
・
神
田
淡
路
町
二
丁
目
地
区
）

の
経
費
に
関
す
る
予
算
で
す
。

▼
平
成
１９
年
度
千
代
田
区
一
般
会
計

予
算

▼
平
成
１９
年
度
千
代
田
区
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
予
算

▼
平
成
１９
年
度
千
代
田
区
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算

▼
平
成
１９
年
度
千
代
田
区
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

※
平
成
１９
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
３
月
１５
日
臨
時
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
千
代
田
区
副
区
長
定
数
条
例

※「
助
役
」の
名
称
が「
副
区
長
」に

な
り
、
そ
の
定
数
を
定
め
る
条
例

で
す
。

▼
千
代
田
区
職
員
等
公
益
通
報
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
千
代
田
区
に
収
入
役
を
置
か
な
い

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

▼
千
代
田
区
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

※
一
部
の
衛
生
関
係
手
数
料
の
改
定

や
建
築
物
の
構
造
計
算
適
合
性
判

定
の
審
査
事
務
手
数
料
の
新
設
な

ど
に
関
す
る
条
例
で
す
。

▼
千
代
田
区
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

▼
千
代
田
区
保
育
の
実
施
に
関
す
る

条
例
及
び
千
代
田
区
立
こ
ど
も
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
税
制
改
正
に
よ
り
保
育
料
が
急
激

に
増
え
な
い
よ
う
特
例
措
置
を
講

ず
る
た
め
の
条
例
で
す
。

▼
千
代
田
区
次
世
代
育
成
に
係
る
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

※
次
世
代
育
成
へ
の
支
援
を
充
実
さ

せ
る
次
世
代
育
成
手
当
を
増
額
し

ま
す
（
９
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

▼
千
代
田
区
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
医
療
費
無
料
化
の
対
象
を
所
得
制

限
な
し
で
中
学
生
ま
で
拡
大
し
ま

す
。

▼
千
代
田
区
感
染
症
診
査
協
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
千
代
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
保
険
料
率
の
改
定
や
税
制
改
正
に

よ
り
保
険
料
が
急
激
に
増
え
な
い

よ
う
特
例
措
置
を
講
ず
る
た
め
な

ど
の
条
例
で
す
。

▼
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
特
別
区
人
事
及
び
厚
生
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▼
特
別
区
競
馬
組
合
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

▼
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組

合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▼
公
有
財
産
の
売
払
い
に
つ
い
て

※
旧
保
田
臨
海
学
園
の
土
地
・
建
物

を
売
却
す
る
た
め
の
議
案
で
す
。

▼
千
代
田
区
立
湯
河
原
千
代
田
荘
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
千
代
田
区
立
障
害
者
就
労
支
援
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
▼
千
代
田
区
立
九
段
生
涯
学
習
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
千
代
田
区
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

※
こ
れ
ら
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を

民
間
事
業
者
に
行
わ
せ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
者
の
独
創
性
や
効
率
性

で
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

▼
千
代
田
区
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
千
代
田
区
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
千
代
田
区
立
児
童
・
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

※
児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
神

田
さ
く
ら
館
に
移
転
す
る
た
め
、

そ
の
位
置
を
改
め
る
も
の
で
す
。

▼
千
代
田
区
立
教
育
研
究
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
千
代
田
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
新
た
に
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
た

外
神
田
二
・
三
丁
目
地
区
の
建
築

物
の
制
限
を
定
め
る
条
例
で
す
。

▼
千
代
田
区
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
の
同
意
に
つ
い
て

※
任
期
満
了
と
な
る
福
澤
武
委
員
を

再
任
し
ま
し
た
。
な
お
、
景
山
純

子
委
員
の
後
任
は
、
第
２
回
定
例

会
で
任
命
す
る
予
定
で
す
。

▼
千
代
田
区
行
政
監
察
員
の
選
任
の

同
意
に
つ
い
て
（
２
件
）

※
職
員
等
公
益
通
報
制
度
に
お
い

て
、
通
報
を
受
け
調
査
に
あ
た
る

行
政
監
察
員
と
し
て
、
内
野
経
一

郎
氏
と
内
山
忠
明
氏
を
再
任
し
ま

し
た
。

▼
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
し
専
決

処
分
に
よ
り
和
解
し
た
件
に
つ
い

て
（
報
告
）

▼
千
代
田
区
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▼
千
代
田
区
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

４月から

区区 のの 組組 織織 がが 変変 わわ りり まま すす

第
１
回
区
議
会
定
例
会

平
成
１９
年
度
予
算
が
成
立

区
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

次世代育成部門と教育部門を統合

部　名

まちづくり推進部

保 健 福 祉 部

環 境 安 全 部

こ ど も・教 育 部

主な仕事および改正点

　公的住宅、都市計画、タウンマネジメント、景観、地区計画、道路・公園等
の管理、建築指導等に関する事務を行います。
【主な改正】
　区全域にわたる地区計画を推進したり、総合的なまちづくりを進める
ため、まちづくりの基盤となる道路・公園に関する部門を統合し、より機能
的なまちづくりを目指します。

　社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、介護保険、保健衛生、保健所等に
関する事務を行います。
【主な改正】
 障害者福祉センター、高齢者総合サポートセンター等福祉施設の整備
や介護予防の充実および医療制度改革等の課題に対応します。

　危機管理、防災対策、生活環境、路上喫煙・障害物対策、リサイクル、清
掃事務所等に関する事務を行います。
【主な改正】
　地球温暖化をはじめ、ごみの減量など幅広く環境問題に取り組む環境
部門と、区民の安全・安心対策を進めるための危機管理・防災部門を統合
し、区民が安心して住めるまちを目指します。

　次世代育成部門と教育部門の施策を一体的に取り組み、０歳から１８歳
までの子育て施策を一貫して行います。
【主な改正】
 「子育て推進課」や「次世代育成支援担当課」「児童・家庭支援センター」
などの次世代育成担当部門と教育部門を再編・統合し、教育委員会に新
たな推進体制を整備します。妊娠時から高校卒業までの子どもを対象に
した次世代育成手当で子育て世帯の経済的負担を軽くしたり、区立小学
校で放課後の子どもの居場所を提供するなど、安心して子どもを産み、
健やかな子育てができる環境を目指します。

部　名

政 策 経 営 部

区 民 生 活 部

主な仕事および改正点

 区政の総合的な企画および調整、
予算、広報・広聴、職員、区の財産管
理等に関する事務を行います。
【主な改正】
 全庁にまたがる課題を円滑に推
進するための調整機能を強化します。

　区民等の地域活動の支援や、商
工振興、文化・スポーツ、特別区税、
戸籍および住民基本台帳、国民健
康保険、国民年金等区民生活に密
着した事務を行います。
【主な改正】
 ５月７日にオープンする新庁舎では、
総合窓口を設置し、住民異動に伴う
各種事務の手続きが１か所の窓口
で行えるようになります。また、地
域の総合窓口機能である出張所と
本庁舎総合窓口との連携を強化し
ます。

４月から児童・家庭支援センターは神田さくら館に拠点を移
し、西神田コスモス館は西神田分館として児童センターの事業
を継続します。

児童・家庭支援センターが移転

児童・家庭支援センター

西神田分館

神田さくら館６階（神田司町２－１６    1５２９８－２４２４）

西神田コスモス館３階（西神田２－６－２    1５２１５－９０６２）
○児童センター（施設開放・クラブ活動・子育てひろば・中高生タイム
　など）
○西神田学童クラブ
○一時預かり保育

○子どもと家庭にかかわる総合相談（教育相談を含む）
○児童虐待防止活動
○産後支援ヘルパー事業
○ファミリー・サポート・センター事業
○チャイルド・ケア・プランナー事業
○児童療育事業（運動・言語・行動療法など）

区制６０周年の今年を「新生・千代田区政元年」として、区民
サービスや次世代育成支援の充実、区民の安全安心対策などを
進めます。これに合わせ、４月１日から総合窓口課の新設など
組織変更をします。

問合せ 総務課1５２１１－４１３４
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食育推進検討会では、食育の取組みを進めていく過程で、食の安全性や情報などさ

まざまな意見交換がありました。その中でも特に、子どものころからの食育が将来の

健康への影響が大きいため、子どもと保護者をはじめ、あらゆる世代が食への関心を

高め、適切な情報をとれること、さまざまな場で食を通じて交流を深めることが必要

であるとの結論に達し、４つの目標を定めました。この目標を具体化していくには、

押しつけや指導ではなく、区民の皆さん自身がそれぞれ食生活を見直し、取り組むこ

とが大切です。検討委員からは、目標ごとに次のような提案が出されました。

「「ちちよよだだ食食育育ガガイイドド」」をを作作成成
区民・学校・企業・商店などが参加

「食」は毎日の生活の基本です。しかし最近、BSE（牛海綿状脳症）などの食
物の安全性、糖尿病やメタボリックシンドロームなど生活習慣病の増加、子ど
もも大人も朝食をとらないなどさまざまな問題が指摘され、「食」への関心の
高まりが社会現象にもなっています。
昨年実施した「千代田区民世論調査」でも「食育への関心がある」が、８割を

超え、高い関心を示しています。
平成１７年に「食育」を進めていくための「食育基本法」が制定されました。

区は、区民・PTA・学校・企業・商店・専門家等の「食」に携わる人々で構成す
る「千代田区食育推進検討会」を設け、検討した内容やアンケート結果などを
まとめた「ちよだ食育ガイド」を作りました。ぜひ家庭や地域での食育活動に
ご活用ください。

食への関心　さらに深めて

子ども向け、大人向けに講習会や講演会を開催。

食品加工工場などの見学会を開催。

保育園・幼稚園・小・中学校での野菜の栽培・収穫。

食に興味・関心を持てるような学習を実施。

飲食店、弁当販売業者のほか社員食堂、学生食堂などへ

健康的な食事を提供してもらうための働きかけ。

食を大切にする

飲食店の方や大学の教員、学生など地域で食に携わ

る人たちが、地域の方が参加しやすいよう、食に関

する講座を出前。

保護者へ給食や栄養の情報を提供。

健康相談、栄養講習会を充実。

保護者を対象とした調理実習、講習会を開催。

食は健康の基本であることを学ぶ

食物アレルギーの情報提供や表示に関する講習会を開催。

食中毒予防など食の安全・安心についての講習会を開催。

ホームページやパンフレットなどで正確な情報の提供と、

情報を選択し、判断する力を付けるよう支援。

講習会で得た知識を広めるなど、地域で健康向上の活動

をしている健康づくり推進員との連携。

完全禁煙、完全分煙を実施する飲食店を「空気もおいし

いお店」として登録、普及。

食の安全性を確保する

親子で参加できる料理教室、アウトドアクッキングなど

を開催。

家庭の自慢料理などを募集、発表。

子どもたちが食を通して文化やマナーなどを学びながら

地域の方と交流。

出前そば打ち教室や外国の料理を学ぶ教室を開催。

母親サークルを支援。

給食メニューに旬の素材を多く活用。

食の文化を伝える

区民の皆さんや企業、グループの皆さんが連携して食

育を進めていけるよう、ネットワークづくりをしていき

ます。

◎千代田食育ネットワーク
学校・幼稚園・保育園、PTA、地域団体、企業、飲食

店などが、それぞれの枠を超えて、連携し活動できるた

めのネットワークを作ります。

◎食育をサポートする人の把握
食に携わっている企業や商店などに呼びかけ、互いに

交流し学ぶとともに、地域で食育活動ができるよう支援

します。

◎伝えて聞いて＠食ちよだ（仮称）
インターネットを活用し、区民、在勤、在学を問わず、

あらゆる人たちが発信したい情報、知りたい情報を共有

できるようネットワーク環境を整えます。

「ちよだ食育ガイド」は、区のホームページ（http://www.
city.chiyoda.lg.jp)でご覧になれます。また、区立施設でも４月
からご覧いただけます。
ご意見・ご感想などをお寄せください。
千代田保健所健康推進課栄養主査

1３２９１－３６４９6３２９１－３６５０
kenkousuishin@city.chiyoda.lg.jp

食育への関心では「関心がある」４３.６％「どちらかといえば関心がある」３７.１％、

それらを合わせた「関心層」は８０.７％と、５人に４人が関心を持っています。また、性

別の「関心層」は、女性８６.８％が男性７３.４％を１０ポイント以上、上回っています。

８割が「食育に関心あり」

43.6％

関心がある
どちらかといえば
関心がある

あまり関心が
ない

37.1％ 16.5％

無回答　1.2％
全く関心がない　1.6％

区 民

関心層 無関心層

（総数=707）

小学生、中学生、保護者にそれぞれ「朝食を食べるか」聞いたところ、小学生
９５.５％、中学生８８.９％、保護者８４.３％が「ほとんど毎日食べる」と回答していま
す。朝食を食べないときの理由は「食欲がないから」「食べる時間がないから」が
上位を占めています。

９割以上の小学生が朝食を食べています

小学生、中学生、保護者にそれぞれ「自分の体型が気になるか」聞いたところ
「とても気になる」が小学生１３.３％、中学生１８.０％、保護者３３.０％「まあまあ気
になる」は小学生２６.９％、中学生３４.９％、保護者５１.３％で、対象者別に合計する
とそれぞれ４０.２％、５２.９％、８４.６％となっており、年齢が上がるにつれ気になる
割合が高くなっています。また、中学生を男女別に見ると「とても気になる」が男
子８.２％に対し、女子が３０.８％と高くなっています。

年齢上がるにつれ「体型が気になる」

保護者に「お子さんと食べ物や料理の話をするか」聞いたところ「よくある」

５３.１％「ときどきある」４２.１％で、９割以上の保護者が子どもと食べ物や料理に

関する会話をしています。

また、保護者に「お子さんと一緒に料理をつくることがあるか」聞いたところ

「よくある」８.４％「ときどきある」５４.６％「あまりない」２８.９％「ない」６.３％とな

っています。会話をするのは９割に比べ、料理をするのは６割となり、３割減少して

います。

親子で「会話」は９割「料理」は６割

95.5％

週3～4日食べる　3.2％

　4.2％

　6.4％

　3.7％

　3.2％

　2.5％
無回答　0.2％

週1～2日食べる　0.8％
ほとんど食べない　0.5％

小 学 生
（総数=376）

ほとんど毎日食べる

88.9％中 学 生
（総数=189）

84.3％保 護 者
（総数=560）

　6.6％

ほとんどない
1.1％

無回答　0.7％あまりない
　3.0％

53.1％42.1％

よくあるときどきある

無回答　1.8％
よくある　8.4％

54.6％
ときどきある

28.9％
あまりない

ない　6.3％

アンケートの結果
子どもと保護者の「食」の実態を知るため、小・中学生とその保護者１,４４０人

を対象に、食生活を中心としたアンケート調査を行いました。これらの結

果から、区民の皆さんの「食」への意識が高いことがわかります。

平成１８年「第３３回千代田区民世論調査」より

食育

区民

地域

商店

大学

企業

PTA

区

学　校
幼稚園
保育園

26.9％ 23.7％ 35.0％13.3％

無回答　1.1％

小 学 生
（総数=376）

とても気になる まあまあ
気になる

中 学 生
（総数=189）

33.0％ 51.3％ 9.8％保 護 者
（総数=560）

あまり気に
ならない

ほとんど気に
ならない

18.0％ 34.9％ 23.3％ 23.3％

0.5％

0.4％

5.5％

連携して活動を推進

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

食べ物や料理の話をするか（総数＝560）

一緒に料理をつくることがあるか（総数＝560）
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町
庁
舎�

�

保健ガイド（予約制）�
 と　　き� 実施場所�

�

�

 事 業 名 ・ 対 象 な ど �

�
　�
�

�

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０�
　 町 庁 舎 1３２２１－１３１５　6３２２１－１３１６�

４/１１（水）・１８（水）・２５（水）�
午前９時３０分～１１時�
�

認知症相談室 �
　お年寄りの心の問題で悩んでい�
　る家族の方など�

機能訓練 �
　要介護認定を受けていない４０歳�
　～６４歳の区内在住で身体の機能�
　維持・回復を必要としている方�

４/２６（木）午後２時～４時�

難病リハビリ教室（相談・指導）� ４/２５（水）午後１時３０分～３時�

在宅療養者訪問指導�
（保健師・理学療法士）�

随時実施�

だれかと話したいときは
ＹＷＣＡシニアダイヤルへ

高齢者センター　春の講習会
新しい趣味や生きがいを見つけ

てみませんか。
対象 ６０歳以上の区内在住者
科目・日程など 下表のとおり
申込み ３月２８日（水）（必着）までに
往復ハガキ（１２面参照）に希望の科

目を記入し、高齢者センター（〒
１０１－００５１神田神保町２－２０1

３２６５－３９８１）へ。
※科目は１人いくつでも申し込め
ます（応募多数の場合は抽選）。

東京ＹＷＣＡは「老後をともに
支え合おう」と、長年にわたって
地域活動を進めてきました。中高
年のための電話相談「ＹＷＣＡシ
ニアダイヤル」はその活動から生
まれ、今年で１０年目を迎えました。
「だれかと話したい」「困った」

ときなどに、専門家による講習を
受けたＹＷＣＡ会員がお相手しま
す。お気軽にお電話ください（匿
名可）。
YWCAシニアダイヤル

1３２９３－０３５１
受付 月曜～土曜午後１時～５時
※祝日・休室日（１２月２５日・２９日～
１月５日）・第３土曜は休みです。

▲東京マラソン

会　　場� と　　　き�毎週�

いきいきプラザ一番町（一番町１２）�

岩本町ほほえみプラザ（岩本町２－１５－３）�
高齢者センター（神田神保町２－２０）�

神田児童館(外神田３－４－７昌平童夢館５階)

健康推進課在宅保健係�
1３２２１－１３１５�
※希望者は直接会場へ。�

４/３・１０・１７・２４ 午前１０時～正午�

４/４・１１・１８・２５ 午前１０時～正午�
４/４・１１・１８・２５ 午後１時３０分～３時３０分�

４/９・１６・２３ 午前１０時～正午�

４/２・９・１６・２３ 午後２時～４時�

４/３・１０・１７・２４ 午後1時３０分～３時３０分�

富士見区民館�（富士見１－６－７）�

かんだ連雀（神田淡路町２－８－１）�

　町区民館�（　町２－８）�

シルバートレーニングスタジオ�

火�
火�

水�
水�

４/１２・１９・２６ 午前１０時～正午�木�

月�
月�

健康な人でも５０歳を過ぎると、
毎年１％の筋力と筋肉量が失わ
れるといわれています。高齢者
の筋力低下は日常生活での活動
力低下や転倒、病気の発症・悪
化を引き起こしやすくなります。
いきいきと生活するためにも

筋肉を鍛えて楽しい毎日を過ご
しましょう。
筋力向上トレーニング（筋トレ）
による効果
①筋力を向上させる。
②骨密度の低下をゆるやかにす
る。

③転びにくくなる。
④基礎代謝を上げる（太りにく
くなる）。

⑤疲れにくい体になる。
⑥脳を活性化させる。
などの効果があります。
筋トレの実施方法
①筋トレの前後には必ずストレ

ッチを行う。
②呼吸を止めないで行う。
③動かしている筋肉を意識する。
④正しい姿勢で、ゆっくり正確
に実施する。

⑤痛いときは無理をせず、その
手前で止める。

⑥週２回程度継続的に実施する。
⑦楽にできるようになったらレ
ベルを上げる。

※無理をせず自分の体力にあっ
た負荷量で実施してください。

※具体的なトレーニングについ
ては、お問い合わせください。
健康推進課在宅保健係

1３２２１－１３１５

介 護 予 防 コ ー ナ ー

筋力アップでいきいき生活

外出先で電話連絡が必要なと
き、耳や言葉が不自由で困った
ことはありませんか。用件や連

絡先を書いて、近くの人にお願
いする道具として、ＮＴＴ東日
本・西日本は「電話お願い手帳」
を発行し、地方自治体や福祉団
体を通じて配布しています。巻
末には、災害や緊急時に役立つ
情報も掲載しています。希望者
は、生活福祉課障害者福祉係
（区役所２階1５２１１－４２１４）
へ。

「電話お願い手帳」を差し上げます
耳や言葉の不自由な方へ

科　目� 開講日� 時　間� 費用�回数�定員�開始日�

�

レオナルド・ダ・�
ヴ ィ ン チ の 謎 �

土曜�

火曜�

月曜�

水曜�

木曜�

水曜�

午前１０時３０分�
　　　　～正午�

午前１０時３０分�
　　　　～正午�

午前１０時３０分�
　　　　～正午�

午後１時３０分�
  　 ～２時３０分�

午後０時３０分�
  　　　～３時�

午後１時３０分�
  　　　～３時�

午後１時３０分�
  　　　～３時�

４月１７日�
�

火曜�

４月１８日�
�

４月２８日�
�

５月　日�
�

４月１８日�
�

４月２６日�
�

木曜� 午前１０時４５分�
～午後０時１５分�

４月２６日�
�

５月１４日�
�

木曜� 午前９時３０分�
 　 ～１１時３０分�

うきうき健康音楽�

楽 し く�
レクリエーション�

唱 歌 教 室 �
（内神田社会教育会館）�

麻 雀 講 習 会 �
（須田町KSYビル）�

野草と木の花探検�
（ 皇 居 東 御 苑 ）�

毛 筆 書 道 教 室 �
（万世橋区民会館）�

カ ラ オ ケ 教 室 �

はじめてのウクレレ�

８�
回�

２０�
回�

５０�
名�

１５�
名�

１０�
名�

１５�
名�

２０�
名�

１６�
名�

３０�
名�

２２�
回�

２０�
名�

２０�
回�

１０�
回�

１０�
回�

２０�
名�

１�
回�

６�
回�

４�
回�

無　料�

�

金曜�
午前１０時�
　　～１１時３０分�４月１３日�

�

日 本 文 学 �
「夏目漱石を語る」�

８�
回�

５０�
名�

５００円�

２００円��

無料�

無料�

５００円�

５００円�

２００円�

３５０円�

１５�
名�

１１�
回�金曜�

午後１時３０分�
  　　　～３時�４月２０日�

�

絵 手 紙 教 室 �
（一番町区民集会室）�

実費負担�
（道具代など）�

（手本代）�

２００円�
（別途ウクレレ代）�

木曜� 午前１０時３０分�
　　　　～正午�

４月１２日�
�

丹田呼吸健康法� ３�
回�

２０�
名� ３００円�

火曜�
午前１０時�
　　　～正午�

４月１７日�
�

１５�
名�

初心者パソコン�
（NTT上野ビル）�

５�
回� １,５００円�

２,４００円�

８�

６月　日�
�
７�

※（　）書きの会場表記のないものは、高齢者センターで行います。�

３月下旬
に６５歳以上
の高齢者が
いる世帯へ
「高齢者サー
ビスのしお
り」（平成１９
年度版）をお
届けします。
相談窓口の

紹介や高齢者へのさまざまなサー
ビスなどを掲載しています。ご活
用ください。
問合せ 高齢介護課管理係

1５２１１－４２１９

■ロマンス会
楽器のキーボード演奏を練習し

ます。６０歳以上の方（初心者歓迎）、
毎月第２・４水曜午後１時３０分～
３時、高齢者センター（神田神保
町２－２０）、会費＝月２,５００円

1３８５１－１７９３田中
■英会話サークル「ブルースカイ」
英語が話せる夢をかなえましょう。
中高年の方、毎週火曜午前１０時

３０分～正午／午後１時１５分～２時１５
分（高齢の初心者向けクラス）／
午後７時～８時２０分、九段社会教育会
館（九段南１－５－1０）ほか、会
費＝月４,５００円

1３２２６－３４７７岩崎

高齢者のための相談窓口や
サービスを紹介
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ポリオ（小児まひ）の予防接種を行
います。９０か月（７歳半）までに2回接
種が必要です。平成１８年生まれのお子
さんには「予防接種予診票」を送りま
すが、届かない方や転入者、その他の
生年の方も受けられます。詳しくは、
お問い合わせください。

受付 １３時～１４時３０分
接種 １３時３０分～
健康推進課保健予防係1３２９１－３６５４

小学生を対象にしたテニスクラブの
部員を募集します。
４月～平成２０年３月の毎月第２・４土

曜９時３０分～１１時、千代田小学校校庭
（神田司町２－１６）・外濠公園テニス場
（五番町先）、区内在住・在学の小学校
４～６年生（申込順）、費用＝１単位
（３か月）３,０００円、指導＝千代田区テニ
ス協会、３月３０日（金）までに所定の申込
書（総合体育館で配布）を郵送で千代田

区テニス協会・安田（〒１０１－００４７内神
田２－１２－１２1３２５５－５３５３）へ。

都内の全６２区市町村が共同で実施す
る自然体験型の１日事業です。東京の
自然の大切さを学びましょう。
①東大和市
とき ４月１４日（土）９時西武拝島線・多摩
都市モノレール玉川上水駅集合～１５時
場所 東大和市郷土博物館・多摩湖
（村山貯水池）
内容 午前は狭山丘陵の雑木林を散策
しながら春の動植物観察。午後は多
摩湖堤体工事や放水見学。
②あきる野市
とき ４月２８日（土）９時ＪＲ五日市線武
蔵増戸

ま す こ

駅集合～１６時
場所 あきる野市横沢入里山保全地域

内容 昆虫博士と水辺の生き物探し。
春の里山丸ごと探検。

―いずれも―
対象 都内在住の小学校４年生～中学
校１年生（抽選）①３０名②５０名
費用 ５００円（昼食代を含む）
申込み 往復ハガキ（１２面参照・グル
ープ申込み可）に参加者全員の学年、
性別、保護者名、代表者名（グルー
プ参加の場合）を記入し「みどり体
験交流事業（里の体験　①東大和市
または②あきる野市）」係（〒１７０－
８６９１豊島郵便局私書箱５７号）へ。
みどり体験交流事業事務局

1５９４９－１３５６

　
町
庁
舎

４/１２（木）１４時３０分～１５時

※お問い合わせは千代田保健所へ。

４/５（木）１０時～１１時

４/１１（水）１３時～１６時
４/１８（水）９時～１１時

４/５（木）１３時～１６時
４/２６（木）９時～１１時

 

健康ちぇっく（予約制）
 と　　き 実施場所 事 業 名 ・ 対 象 な ど

４/４（水）・１１（水）・１８（水）・２５（水）
１３時３０分～１６時

随時実施

　

アレルギー相談（０～１５歳）

まま・ぱぱ学級（両親学級・全４回）
　主に初妊婦とその家族

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０
　 町 庁 舎 1３２２１－１３１５　6３２２１－１３１６

千
代
田
保
健
所

ビーバー教室
　区内在住の１０～１２か月の乳幼児と保護者
※むし歯予防のポイント・お手入れの実演
　・お口の観察を行います。

歯科衛生相談（歯科健診）
　区内在住の乳幼児・学童・妊産婦の方
※歯科健診やむし歯予防のための処置を行
　います。

栄養相談
　生活習慣病の予防と改善、離乳食など食
　事に関する相談

春期ポリオ予防接種

奥 田 医 院 ３２５４－０７０１ 神田多町２－９

３２９５－８６４３お茶の水調剤薬局本店 神田駿河台２－２－５　井口ビル１･２F

３２９５－８６４３お茶の水調剤薬局本店

キ ク 調 剤 薬 局

神田駿河台２－２－５　井口ビル１･２F

３２９３－２３９７ 神田駿河台２－２－２９　鎌倉ビル1F

３２５９－２６３５水道橋薬局西神田店 西神田１－４－１１　サンポウ水道橋ビル１F

長 竹 医 院 ３２５１－３１３６ 外神田３－４－１５

三崎町２－２１－１　資源会館ビル２Ｆ

神田東松下町３４

水道橋メディカルクリニック ３５１８－６１２７

4月の休日応急診療当番医等

＊受診するときは、あらかじめ電話でお問い合わせください。 ＊健康保険証を必ずお持ちください。

診療時間：午前９時～午後１０時■内科・小児科■

１１日

三 崎 町 医 院 ３２６１－７４４６

西神田１－４－１１　サンポウ水道橋ビル３０１

神田駿河台２－１－４５　ニュー駿河台ビル５F

藤 ノ 木 医 院

駿 河 台 診 療 所

３２５６－６８４４

３２１９－１１２１

■歯科■ 診療時間：午前９時～午後５時

■調剤薬局■ 営業時間：午前９時～午後５時

３２９１－０３８０コ ト ブ キ 調 剤 薬 局 神田駿河台２－１０－１

５２８０－１４２１加 健 調 剤 薬 局 神田駿河台２－１０－６　お茶の水Ｓビル１F

５２２６－２３８８水 道 橋 薬 局 三崎町２－１７－５　

５２５９－００８０駿 河 台 薬 局 神田駿河台２－２－２６

●消防署病院案内（24時間）
　丸の内　3215－0119　　　町　3264－0119　　神田　3257－0119

3212－2323
●医療機関案内サービス「ひまわり」（24時間） 5272－0303

 http://www.himawari.metro.tokyo.jp

●消防庁テレフォンサービス（24時間）

８

１１日１

１１日１

１１日８

１１日１

１１日８

１５日

１５日

２２日

２２日

２９日

２９日

３０日

３０日

２９日

３０日

２２日

１５日

３８６６－５５２５小 熊 歯 科 医 院 岩本町２－１４－４　花輪ビル２F

３２５２－２０２７小 川 歯 科 医 院 内神田３－２２－７　大平ビル３F

３２６４－７１６６か い 歯 科 医 院 三崎町３－４－２　トウセン水道橋ビル１F

３２５５－８８９７鹿 島 歯 科 医 院 神田松永町１９　東京近鉄ビル２F

３２６３－０３７６加 賀 山 歯 科 神田神保町２－１４　朝日神保町プラザ２F

３８３２－４７７７小田島歯科クリニック 外神田５－２－４　トーケンビル３F

休
日
診
療
案
内
等

■平日準夜間の小児科診療（月～金曜19時～22時、 中学生以下）
　駿河台日本大学病院（13293－1711神田駿河台1－8－13）　

ジュニア硬式テニス
クラブ部員

子育てしているとだれでも迷った
り困ったりすることがあります。楽
しくおしゃべりしながら｢私｣に合っ
た対処法を見つけていきませんか。

５月１０日～６月２８日の毎週木曜
（全８回）1０時～１２時、生後６か月～
１歳児の保護者２０名（申込順・プロ
グラム期間中に６か月になる場合も
参加可）、神保町区民館（神田神保
町２－４０）、参加費＝４００円（お茶代）、
講師＝山本泰子さん（臨床心理士・
Ｎｏｂｏｄｙ’ｓＰｅｒｆｅｃｔＪａｐａｎ認定助言
者）、電話・ファクシミリ（１２面参
照・親子全員の必要事項を記入）ま
たは直接次世代育成支援担当課（区
役所３階1３２６４－２１１１内線３００３6
３２６４－２２０１）へ。いっとき保育（要
予約）あり。

▲グリーンリボン・ワークショップ

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

■乳幼児に5,000円加算
次世代育成手当・児童手当
次世代育成手当・児童手当は、４

月分から３歳未満の第１子・第２子
のお子さんに月額５,０００円が加算さ
れ、１０,０００円になります。現在受給
中の方は申請不要です。新たに申請
する場合は、請求の翌月分から支給
します。なお、両手当とも６月・１０
月・翌年２月に、それぞれその前月
分までを支給します。
子育て推進課手当・医療係

1５２１１－４２３０

■子育世帯向けの家賃助成
４月から、今までの「子育てファ

ミリー等親元近居助成」に代わって、
新しい家賃助成制度を始めます。詳
しくは、２面をご覧ください。
まちづくり住宅課

1３２６４－２１１１内線８８２４７

※これらの手当や助成は、住民税や
国民健康保険料、保育園の保育料
などに未納があると、受けられな
い場合があります。ご注意くださ
い。

子育てに新たな支援

～ＮＯＢＯＤＹ’Ｓ ＰＥＲＦＥＣＴ
カナダ生まれの子育て支援プログラム～

完璧
か ん ぺ き

な親なんていない

3月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

4月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０

みどり体験交流事業 里の体験参加者募集

4月か
ら

とき 会　　場

４/１０（火）

４/１８（水）

５/２２（火）
６/２０（水）

千代田保健所　町庁舎
（平河町２－７－４）

千代田保健所　町庁舎

千代田保健所

千代田保健所
（神田錦町３－１０）



No. 1204 19.3.20（10）区役所の代表電話　3264ー2111

往復ハガキで、
４/１（日）～２０（金）
（消印有効）

往復ハガキで、
４/１０（火）～２０（金）
（消印有効）

所定の用紙で、
４/１（日）～２０（金）
（必着）

6月のスポーツ施設の利用申込み スポーツセンターのみ7月分

※１　外濠公園の空き状況は外濠公園管理事務所へお問い合わせください。
※２　外濠公園は、利用できる日でも時間帯によっては利用できない場合があります。詳しくは、　
　　お問い合わせください。
※３　スポーツセンターは団体利用・個人利用の区別があります。詳しくは、お問い合わせください。

外 濠 公 園

スポーツセンター
（旧総合体育館）

花 小 金 井 運 動
施 設（ 野 球 ）

施　設　名 申込期間 抽選 空施設受付 利用できない日

野 球

テニス

４/２５（水） ６/１（金）・２（土）・３（日）
・５（火）・６（水）・１７（日）

５/１（火）

九段生涯
学 習 館
（旧社会教
育会館）

スポーツセンターに
お問合せください。

５/２１（月）
８時３０分～
（申込順）

５/２（水）
１０時～
（申込順）

※１ ※２

※３
７/１７（火）

1３３４１－１７３１

1３２５６－８４４４

6月の保養施設の利用申込み

○インターネットでの空室状況の確認や予約は〔千代田区ホームページ→施設案内→公共施設利用
　システム〕をご覧ください。インターネットによる利用申込みは、事前に窓口で登録が必要です。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘・嬬恋自然休養村は、区内在住・在勤・在学以外の方も利用（箱根千
　代田荘・湯河原千代田荘は空室予約のみ。抽選予約は不可）できます。
○嬬恋自然休養村を企業の研修やサークル活動で利用する場合は、施設内の研修室を利用できます。

※箱根千代田荘の電話番号が変わりました。1０４６０－８６－１１５０

専用ハガキまたはインターネット
・箱根千代田荘・湯河原千代田荘の専用ハガキは切
　手をはって現地へ。

窓口、電話またはインターネット
・箱根千代田荘・湯河原千代田荘の受付は現地でも
できます。
・出張所等とインターネットは左記の翌日から受付　

箱 根

箱 根
湯 河 原

嬬 　 恋

区民総務課地域振興係1５２１１－４１８１

４/２３（月）

４/２３（月）
１３時３０分～

４/１（日）～８（日）
（必着）

抽選予約

６/９（土）（富士見地区連合町会利用）、１３（水）、１４（木）

６/４（月）～６（水）、１４（木）、１５（金）

６/４（月）、５（火）、１１（月）～１３（水）、２５（月）、２６（火）

６/６（水）、７（木）、１９（火）～２１（木）

軽 井 沢

湯 河 原

嬬 　 恋
軽 井 沢

利
用
申
込
み

空
室
受
付

利
用
で
き
な
い
日

９時～

４月から６月生まれの方�
４/９（月）１３時１５分～１４時３０分�
４/２５（水）８時４５分～１０時�
�

�

�

 

健康チェック（予約制）�
 と　　き� 実施場所�

�

�

 事 業 名 ・ 対 象 な ど �

心の相談　心の問題で悩んでいる方�

一般健康相談　区内在住者�
・検査は有料。診断書は発行しません。�

　細菌検査（赤痢・腸チフス・パラチフス・サ�
ルモネラ・O１５７の健康管理検便）�
　区内在住・在勤・在学者�
・予約不要（事前に採便管を取りに来てください）�

エイズ・性感染症（梅毒・クラミジア・淋菌）�
相談・検査�

４/２５（水）９時～１０時�

４/６（金）９時～９時３０分�

４/６（金） ・１３（金）  ・２０（金）１３時～１６時�
�

４/５（木）・１９（木） １３時３０分～１５時３０分�
�

�
　�
�

若年節目健診（　　　　　　　若葉）
　区内在住の２０・２５・３０・３５歳になる方�
　血液検査・骨密度測定等の健康診査の�
　ほか、栄養・保健指導などを行います。�
　�

�

誕生月健診�
　４０歳以上の方（勤務先などで健診機会の
　ある方を除く）�
・４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０・７５・８０歳の方と、
　過去３年間に誕生月健診または節目健診
　を受診した方に受診券を郵送します。�
※上記以外で受診を希望する対象者の方
　は、千代田保健所へお申し込みください。�
�
�
�

�

区内指定�
医療機関�

千
代
田
保
健
所�

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０�
麹 町 庁 舎 1３２２１－１３１５　6３２２１－１３１６�

４月から６月生まれの方→４月から６月の間�
（区内指定医療機関の定める受診時間）�
�

上智大学図書館は、平成１８年４月
から千代田図書館と連携し、貸出カ
ードを持つ２０歳以上の区民が利用で
きる相互協力を行っています。
本年３月３０日から、上智大学図書

館の所蔵資料が千代田図書館のホー
ムページ「大学図書館・専門図書館
横断検索」から検索できるようにな
ります。調査・研究などにご利用くだ

さい。
横断検索は現在、大学図書館４館、

専門図書館４館が利用できます。
※検索した資料の利用は、ホームペ
ージ内「大学図書館案内」をご覧
ください。

http://www.library.chiyoda.
tokyo.jp

千代田図書館　 1５２１１－４２８９

ネット検索が可能に

色とりどりのちりめんで作ったえ
び・たい・はまぐりなどの吊

つ

るし雛
び な

を
飾っています。淡路町二丁目町会婦人
部有志の皆さんが、子どもたちの成長
と安全を祈って手作りしました。ぜひ、
ご覧ください。
４月７日（土）まで、かんだ連雀（神

田淡路町２－８－１1３２５２－８８１５）

家庭法律相談センターの開設５周年
を記念して、講演会と相談会を行います。
４月１４日（土）、弁護士会館（霞が関

１－１－３）
記念講演「遺言の書き方」「相続と税
金」１３時～１４時３０分、１００名（先着順）
相続遺言に関わる無料法律相談
１４時３０分～１７時、５０名（要予約・

１件３０分）
※予約は、電話で４月５日（木）～１３日（金）
９時３０分～１６時３０分に弁護士会家庭
法律相談センター（1５３１２－５８５０）
へ。

土地・家屋価格等縦覧帳簿で、自分
の所有する土地・家屋と同一区内の他
の土地・家屋の価格を比較することが
できます。
縦覧できる方 土地・家屋の固定資産
税の納税者（平成１９年１月１日現在
の所有者）
縦覧期間　４月２日（月）～７月２日（月）
（土・日・祝日を除く）
縦覧場所 土地・家屋の所在する区の
都税事務所
※本人であることを確認できる書類
（運転免許証、健康保険証など）を

お持ちください。代理人の場合は、
このほかに納税者本人が署名押印し
た委任状が必要です。
千代田都税事務所固定資産税課

1３２５２－７１４１

はり、きゅう、マッサージ券更新
保険料に未納がない４０歳以上の方

に、はり、きゅう、マッサージ（保険
適用を除く）の利用料金の一部を補助
します。また、区営プールの利用も補
助します。４月からの利用券の申請を
３月２０日（火）から受け付けます。手続き
にはハンコと保険証が必要です。
税務保険年金課国民健康保険係

1５２１１－４２０４

■乳がん検診（定員制）
対象 年度内４０歳以上の偶数年齢者
と、４１歳以上の奇数年齢で前年度受
診していない区内在住女性
検診日　４月７日（土）・９日（月）・１０日（火）・
１１日（水）・１２日（木）・１３日（金）・５月１９日
（土）・２１日（月）・２２日（火）・２３日（水）・２４
日（木）・２５日（金）・６月１１日（月）・１２日
（火）・１３日（水）・１４日（木）・１５日（金）・１６
日（土）
受付時間 平日＝９時～９時３０分／１３
時～１３時３０分／１４時～１４時３０分、
土曜＝９時～９時３０分／１０時３０分
～１１時
検査方法 問診、視・触診、マンモグ
ラフィ検査
費用 ８００円
※現在、乳腺科で治療中、妊娠中、授
乳中、豊胸手術を受けている方は、
受診できません。
■肺がん検診（定員制）
対象 ４０歳以上の区内在住者
検診日 ４月１０日（火）・５月８日（火）・６月
１２日（火）
受付時間 １０時３０分～１１時
検査方法 問診、胸部ヘリカルＣＴ検
査、喀痰

か く た ん

細胞診検査
費用 ８００円
※植え込み型除細動器、心臓ペースメ
ーカーの装着者は受診できません。

―いずれも―
会場 （財）東京都予防医学協会（新宿区
市谷砂土原町１－２）
申込み 電話で健康推進課健康推進係
（1３２９１－３６４６）へ。

乳がん・肺がん検診

医療廃棄物処理の申請を

区は、一定の条件を満たした医療関
係機関の特定医療廃棄物を収集・運搬
しています。
希望する場合は、医療廃棄物処理申

請書を提出してください。承認期間は
２年間です。
現在、承認を受けている医療機関も

３月３１日までとなりますので、４月１日
以降も引き続き収集等を希望する場合
は、改めて申請書を提出してください。
対象 次のいずれかに該当する医療関
係機関
・常時勤務する従業員が２０人以下
・排出日量が平均５０kg未満
収集できる医療廃棄物
①感染性廃棄物を医療関係機関内で法
定の滅菌方法により処理したもの
②非感染性廃棄物（鋭利なものは除
く）
千代田清掃事務所　　1３２５１－０５６６

ボランティア活動中に、けがをした
り、けがをさせたり、物を壊したとき
のためにボランティア保険がありま
す。安心して活動できるよう、ご利用
ください。
また、現在加入している方の補償期

間は３月３１日までです。４月１日以降
も活動を継続する場合は更新が必要で
す。新規加入・更新は、ボランティア
センターで手続きできます。
このほか、ボランティアに関する情

報は、ホームページをご覧ください。
ちよだボランティアセンター
受付＝月曜～土曜９時～１９時（祝日

を除く）
西神田１－３－４西神田併設庁舎３階

1５２８２－３７１６
6５２８２－３７１７

volunteer@chiyoda-cosw.or.jp
http://www.chiyoda-vc.com

ボランティア保険の加入・更新

土地・家屋価格の縦覧

国民健康保険

生
活
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ン

良い遺言の日
無料法律相談と講演

吊るし雛展示

▲損保会館での展示（昨年3月）

千代田図書館は、５月７日にオ
ープンする区役所新庁舎（九段南
１－２－１）への移転のため、５
月６日（日）まで休館しています。

■臨時窓口の開設
千代田図書館でお渡しする予約

資料の引き渡しと返却のための臨
時窓口を開設します。
３月２６日（月）～５月６日（日）９時～１７時、
千代田図書館１階

千代田図書館の休館

上智大学図書館



江戸天下祭は、平成１５年から１年お
きに開催し、一昨年は全国から４８万人
が見物に訪れました。今年秋に予定し
ている江戸天下祭の企画やアイデアを
考える委員を募集します。
募集人数 若干名
３月３０日（金）までにファクシミリ（１２面

参照）に祭りなどの運営経験・役職が
あれば記入し、まちみらい千代田・観
光文化チーム（1３２３３－３２２２6

３２３３－７５５７）へ。

戦後６２年を経て、戦争の実体験を持
つ世代が少なくなってきました。平和
の尊さと戦争の悲惨さを後世に伝える
ため、区は、戦争当時の情報を集めて
います。今後、冊子やマップなどに掲
載していきますので、皆さんが知って
いる戦跡情報をお寄せください。
募集内容
・戦争当時の区内の出来事・話など
・本人、家族などが撮影した戦争当時

の区内の写真（プリント、ネガ）
※区が発行する刊行物や広報紙などで
も活用する予定です。写真は返却し
ます。
締切り ４月６日(金)
国際平和・男女平等人権課

1５２１１－４１６５

４月１日から、東京ケーブルネット
ワーク（５チャンネル）でビデオ広報
「わがまち千代田」を放映します。放
映時間は毎日２回９時からと１９時から
の１５分間です。週替わりで最新作と昨
年制作した作品をお送りします。
※ケーブルテレビに加入していない方
や未開局地域では、ご覧になれませ
ん。区立施設やホームページなどで
ご覧ください。
広報広聴課 1５２１１－４１７２
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区 民 相 談

MIW相談室

保健福祉オン
ブズパーソン
出 張 相 談

（予約制）

福 祉 専 門
法 律 相 談

メ ン タ ル
ヘ ル ス
相 談 室

（予約制）

区 民 相 談 室
（千代田図書館横）

男女共同参画
センターM I W

千 代 田 会 館
２階２０３会議室

西 神 田
併 設 庁 舎４階

（神田和泉町１）

（九段南１－６－１７）

（西神田１－３－４）

法律相談（予約制）

税務相談

夫婦関係・子育て・セクシャルハラスメ
ント・ドメスティックバイオレンスなどに
女性カウンセラーが応じます。いっと
き保育（有料・要予約）あり。

区や事業者が提供する保健福祉サー
ビス全般への不満・苦情を受け付けま
す。郵送での相談も受け付けます。
〒１０２－８６８８九段南１－６－１１福祉総務
課保健福祉オンブズパーソンへ。

福祉や成年後見制度、消費者被害に関
する悩みごとのほか、相続や遺言の相
談に弁護士が応じます。

仕事や家庭での心の悩みなどの相談
に専門家や体験者が応じます。

行政書士相談

不動産相談

1５２１１－４１７６

1５８２３－０７７４

1５２１１－４２１０

7０１２０－５２８－２１３

1５２８２－３１００

社会福祉協議会
ほほえみサポートちよだ

社会福祉協議会
1５２８２－３７１１

名　称

 4月の各種相談（無料）
場　所 内　　容 問合せと　き対象

４（水）・６（金）・１１（水）・１３（金）・１８（水）・２０（金）
・２５（水）・２７（金）１３時～１６時

４（水）・１２（木）・１８（水）
１０時３０分～１５時３０分

５（木）・１１（水）・１９（木）
１７時～２１時

１１（水）岡部喜代子弁護士
２５（水）石川宏弁護士
１４時～１６時
※上記日程以外ご相談ください。

４（水）・１８（水）＝精神保健福祉士
１１（水）・２５（水）＝ピア・カウンセラー
（体験者）
１３時～１５時

１３（金）冷水豊委員（上智大学教授）
２４（火）高山由美子委員（ルーテル学院大
　学専任講師）
１４時～１６時

１２（木）・２６（木）１３時～１５時

５（木）・１２（木）・１９（木）・２６（木）１３時～１５時

１０（火）１３時～１５時人権身の上・行政・社会保険労務相談

１７（火）１３時～１５時

司法書士相談 １２（木）１３時～１５時

区
内
在
住
・
在
勤
者

勤
・
在
学
者

区
内
在
住
・
在

ど
な
た
で
も

ミ ュ ウ

在
勤
・
在
学
者

区
内
在
住
者
と
そ
の
家
族
、

し みず

日程が変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

（予約制）
※上記日程以外ご相談ください。

区議会だより 一部地域で郵送配布
ちよだ区議会だよりは、定例会や

臨時会を開会するごとに発行し、新
聞折り込みで皆さんにお届けしてい
ます。
平成１９年第１回定例区議会号（４

月下旬発行予定）から、次の地域を
新聞折り込みから郵送での配布に変
更します。無料で郵送しますので、
ご希望の方は、電話、ファクシミリ
またはEメールで住所・氏名・電話
番号を区議会事務局へご連絡くださ
い。
また、千代田区内であれば、どの

地域へも郵送しますので、ご連絡く
ださい。

郵送地域
丸の内１～３丁目、大手町１・２丁目、

内幸町１・２丁目、有楽町１・２丁目、
霞が関１～３丁目、永田町１・２丁目、
皇居外苑、日比谷公園、千代田
区議会事務局調査係

1５２１１－４２９７6３２８８－５９２０
kugikai@city.chiyoda.lg.jp

■広報千代田も郵送します
広報千代田も同様に千代田区内は

無料で郵送します。ご希望の方は、
住所・氏名・電話番号を広報広聴課
へ。

1５２１１－４１７４6３２３９－８６０４
chiyoda@city.chiyoda.tokyo.jp

ビデオ広報「わがまち千代田」
４月１日からケーブルテレビで放映

中小企業の融資あっせんと経営相談

区民相談
法律相談　水・金曜で予約制に
・法律相談は４月から第１～第４水
曜・金曜で予約制（１３時～、１３時４５分
～、１４時３０分～、１５時１５分～）となり
ます。交通事故相談は法律相談の中
で行います。

・固定資産税相談は、税務相談（第
２・第４木曜）の中で行います。

・不動産相談は第１～第４木曜に行い
ます。

資金名 資金使途 代表者
区分

利　子
補給率

本　人
負担率

返済
方法融資限度額 融資期間 保証料補助

１,２００万円

１,４００万円

１,１００万円

３,０００万円
１,０００万円

１,５００万円
１,０００万円

５００万円

１,０００万円

３,０００万円

６００万円

４５０万円

０.９％ １.５％

０.７％ １.７％

０.７％ １.７％

０.７％ １.７％

０.７％ １.７％

０.９％ １.５％

１.９％ ０.５％

１.９％ ０.５％

１.９％ ０.５％

２.０％ ０.４％

２.０％ ０.４％

０.８％ １.６％

０.８％ １.６％

０.４％ ２.０％

０.４％ ２.０％

９００万円
営 業 資 金

設 備 資 金

小規模企業
特 別 資 金

事業転換･
多角化資金

食品小売業
特 別 資 金

環 境 対 策
特 別 資 金

団 体 資 金

起 業 資 金

買掛金決済などの事業経
営上必要な資金

店舗の改修･機械等の設
置などの資金

上記の営業・設備資金の
用途

事業の転換または多角化
するための資金

食品小売業を営む方が利
用できる運転資金

ＩＳＯ認証取得・アスベスト
対策工事等の資金

共同事業・設備のための
資金

起業するための資金

区 民

区 民

区 民

区 民

区 民

区 民

６年以内
（据置期間６か月以内）

（名目利率2.4％）

５年以内
（据置期間６か月以内）

６年以内
（据置期間１２か月以内）

５年以内
（据置期間６か月以内）

５年以内
（据置期間６か月以内）

７年以内
（据置期間１２か月以内）

７年以内
（据置期間１２か月以内）

７年以内
（据置期間１２か月以内）

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

区 民

一 般

元
金
均
等
割
賦
返
済

代表者が
区内在住
の場合の
み全額補
助

保健福祉オンブズパーソン
保健福祉サービス全般の苦情や不満

などを第三者として調べ、区や事業者
に改善を申し入れるご意見番です。平
成１９年度は次の３名です。
○冷水豊委員（上智大学総合人間科学
部社会福祉学科教授）

○高山由美子委員（ルーテル学院大学
総合人間学部社会福祉学科専任講
師）

○岡部喜代子委員（慶応義塾大学法務
研究科教授・弁護士）
相談日は、４月から月２回（第２金

曜と第４火曜）になります。相談日前
日までに電話で予約してください。
※郵送でも相談できます。手紙は開封
せず、直接渡します。

江戸天下祭の運営委員

戦時中の情報･写真を募集

区は、中小企業の経営を支援するた
め、融資あっせんを行っています。
平成１９年度は、資金の整理統合を行

い、利用者に分かりやすい制度としま
した。また、金利上昇等の金融経済環
境の変化に対応するため、利子補給を
見直しました。ただし、区民利用者に
対しては、返済負担が急激に増えない
よう緩和措置を設けました。

●ご注意ください
①町会加入企業の融資限度額を増額す
る優遇措置は、継続的な地域活動へ
の貢献が前提条件ですので、町会を
退会した場合は利子補給を停止しま
す。
②昨年５月に新会社法が施行されたこ
とに伴い、類似商号による利用条件
の緩和措置を平成２０年３月末で廃止

します。その後の申込みには、千代
田区での本店登記が必要です。
●経営相談（無料）
事業経営の問題に、専門家がアドバ

イスをする経営相談を無料で行ってい
ます。気軽にご利用ください。
商工振興課商工融資係1５２１１－４３４４


